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本報告書は、 日本 自転車振興会 か ら競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助 を受けて作成 した ものである。







序

データベースは、わが国の情報化の進展上重要な役割を果たす もの と期待 されている。

今後、データベースの普及 により、わが国において健全 な高度情報化社会の形成が期待

される。 さらに、海外 に対 して提供可能 なデータベースの整備 は、国際的な情報化への

貢献および 自由な情報流通の確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在わが国

で流通 しているデータベースの中でわが国独 自の ものは1/3に すぎないのが現状 であ

り、わが国データベースサービスひいてはバ ランスある情報産業の健全な発展 を図るた

めには、わが国独 自の データベースの構築お よびデータベース関連技術 の研究開発を強

力 に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応 えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターでは日本 自転車振興会

から機械工業振興資金 の交付 を受けて、データベースの構築および技術開発について民

間企業、団体 等に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経済的、

国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進 に寄与す ると考 えられているデータ

ベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化な どに

関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業 の推進 に当た って、当財団 に学識経験者の方々で構 成 され るデーダベ ース構

築 ・技術 開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「記事 データベースアクセス用パイロッ トシステム構築」は平成3年 度のデータ

ベースの構築促進 および技術開発促進事業 として、当財団が株式会社河北新報社 に対 し

て委託実施 した課題の一つである。 この成果が、データベースに興味 をお持ちの方々や

諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成3年 度 データベースの構築促進お よび技術開発促進事業で実施 した課題 は

次表の とお りである。

{

平成4年3月

財 団法人 デー タベ ー ス振 興 セ ンター



平成3年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学的 コメン トを含 む病理 データベース ㈱ エ ス ・ ピ ー ・オ ー

のプロ トタイプ作成

2交 通事故調査 データベースの プ ロ トタイプ ㈲ 日本自動車研究所

の作成

3シ ルバ ーエイジの医療 と福祉情 報の実際的 美崎高齢者福祉互助会

な活用 を目的 としたデータベース構築 美崎生活館

4気 象1青報 データベ ースの構築 ㈱ エムテーエス雪氷研究所

社 会 5地 下水情報 デー タベー ス シス テムの構築 の ㈱パ スコ

ための調査研究

6フ ァ ジ ィ に関 す る文 献 デ ー タベ ー ス シ ス テ 翻 日本情報処理開発協会

ムの開発

7大 学 におけ るデータベ ー ス利用教育 シス テ 口外ア ソシエー ツ㈱

ムに関する調査研究

8マ ルチメデ ィア型社会 科用 データベースの ㈱新学社

開発

9異 分 野研 究のた めの知的 オ リエ ンテー シ ョ ㈱ けいはんな

ン・データベースシステムの構 築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館 の郷 土資料 データベ ー ㈱中国新聞社

スの構築

中小企業振興 11記 事 デー タベ ー ス ア ク セ ス 用 パ イ ロ ッ トシ ㈱河北新報社

地 域 活 性 化 ステム構築

12商 業調整支援 デー タベースの構築 ㈱ 日本 統計 センター

13地 域流通最適化 に必要 なデー タベースの構 ㈲ 日本 ボ ラ ンタ リー ・

築に関する研究 チ ェー ン協 会

14情 報源検索 データベー スのプ ロ トタイプ作 セ ン トラル開発㈱

成 情報図書館RUKIT

15有 価証券報告書 のMTデ ータ変換 ソフ ト開 コム ラ イ ンイ ンター ナ シ

発 と英訳辞書作成 ヨナル㈱

16海 外 の主要国際 ・国家規格 デー タベースの構 日本電子計算㈱

海 外 築

17ア ジア太平洋交流データベースの研究 ㈱西日本新聞社
一 プロ トタイプ作成 一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書 科学技術情報研究所㈱

データベース化の調査研究

19書 誌 デ ー タベ ー ス 用 ダ イ ナ ミ ッ ク シ ソー ラ ㈱紀伊國屋書店

ス ・エ ンジンの構築 と自然言語検索 システム

への応用

技 術 20知 的 ハ イパ ー メ デ ィア を活 用 した デー タベ ㈱新世代 システムセンタ
一ス構築 に関す る調査研究 一

21CD-ROMに よ る光 学 材 料 デ ー タベ ー ス の ㈱ リアライズ社

構築
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〔各章の要約〕

記事データベースアクセス用

パイロッ トシステムの構築 と地方の情報化について

1.は じめ に

多様 な可能性 を秘 めた情 報化 の波 が 、今地 方 で湧 き起 ころ う として い る。

東北 振興 を掲 げ、地 方 の情報 化 の進 展 を図 る具体 的方策 の ひ とつ として、地域 内で 自

らが デ ータベー ス を構 築 し、 同時 に また 、 その情 報 を社会 へ発 信 してい く仕組 み をつ く

ってい くこ とが あげ られ る。

そ こで本 事業 は、 河北 新報社(受 託 社)が 独 自に社 内で利 用す る ことを主 な 目的 とし

て構築 した記事 デー タベ ー ス シス テム につ いて、地 域 内パ ソ コ ンネ ッ トワー クを通 じ外

部 のユ ーザーが利用 で きる よ う、 デー タベー ス利 用 シス テム を構築 す る ことを目指 し、

その実現 を図 り易 くす るた めのパ イ ロ ッ トシス テム を構 築 した。 具体 的 には、記事 デー

タベ ース と地域 内パ ソコンネ ッ トワー ク とい う異 な る システム接 続 の課題 を解 決 し、通

信制 御装 置 と標準 ソフ トの搭 載 、 さ らに アプ リケー シ ョンソフ トの 開発 を図 った もので

あ る。

2.パ イ ロッ トシ ス テ ム の 構 築 体 制

河北新報社情報局内に情報局長 を中心に事務局 を作 り、外部スタッフに検討委員 を依

頼 し、パイロッ トシステムの構築 とそれに伴 う課題の検討 を行 った。

(詳しくは本文参照の こと)

3.パ イ ロ ッ トシ ス テ ム構 築 の背 景

3.1東 北 振興 とデ ー タベ ー ス

東北 には社会 へ 向 けて発 信 す る情 報 が、本 当 に少 な いの だ ろ うか。東北 発信 の情

報 で、全 国、全世 界 か ら需 要 の あ る情 報 はな いのだ ろ うか 。答 えは 「否 」で あ る。

なぜ な ら、東北 には世 界 的 に注 目 され る研 究機 関が 多数存 在 してい る。例 え ば、東

北大学 にお ける電 気通 信 、金 属 材料 、脳外 科 をは じめ秋 田大学 の鉱 山、青森 の雪 の

分野 な どい くらで も需 要 の あ る情 報 が ある はずで あ る。

しか し、残念 な こ とに今 まで これ らの情 報 は、バ ラバ ラに しか も小 出 しに発信 さ

れ る こ とはあって も、東 北 が一体 とな って発信 し、その情報 を活 用 して い くとい う

体 制が つ くられて い なか った。

今 こそ、ここに東 北 が一体 とな って情報 の新 しい流通 の仕 組 み をつ くって い く必

要が あ る。その試 みの第 一歩 が 、地域 デー タベ ース の構 築 で あ り、それ を活用 して

の情報 の発信 で あ る。地 域 デ ー タベ ース を通 して東北 の情 報 が全 国、全世 界 へ と発
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信 され る こ とに よ って、東北 の存在 が多面 的 に認 識 され、その結果 として東北 の振

興 が図 られて い く。

3.2新 聞業界 の デー タベ ー スの取 り組 み状況

編 集支 援用 の記 事 デー タベー スは、東京 大手紙 のみ な らず、大 手 の地 方新 聞社 も

何 らか の対 応 を して い る。

しか しなが ら商 用化 へ の取 り組 み は、朝 日、毎 日、読 売、日経 等の東 京大 手紙 を

除 けば、 まだ まだ不十 分 と言わ ざ るをえない。

3.3新 聞記事 デ ー タベ ースへ の要望

1991年(平 成3年)7月 に受託社 が仙 台市 内の企 業、 自治 体 を対 象 に受託 社 が構

築 すべ き新 聞記 事 デー タベ ー スについて聞 き取 り調査 を実施 した結 果、デー タベ ー

スへの ニー ズ と期 待 は かな り高 い ものが あ った 。

そ して、欲 しい情報 、機能 として は、東北6県 の 地域 ニ ュー ス、言卜報 、速 報 サ ー

ビス な ど前向 きな意見 が 出 され てい る。

3.4東 北地 方の デ ー タベ ー スサ ー ビスの現況

東 北地 方 にお いて 、 デー タベ ースの一般 的 なデ ィス トリビュー タ として は、 「コ

ミネ ッ ト仙台 」 と各 県の 「中小企業情 報 セ ンター」 が あげ られ る。

パ イロ ッ トシス テム を接 続す るネ ッ トワー ク として は、多方 面 に会 員 を有 して い

る 「コ ミネ ッ ト仙 台 」が望 ま しい と思わ れ る。

3.5「 コ ミネ ッ ト仙 台 」の現 状

「コ ミネ ッ ト仙 台 」 は、1986年(昭 和61年)12月 、 日本初 の第 三 セ クター に よ

るパ ソ コンネ ッ トワー ク として設立 され た。

サー ビスは、24時 間運用 で、ア クセスポ イ ン トは全 国 に125カ 所 、月間の ア クセ

ス回数 とその 時 間 は、平均 して約11,000回 、1回 約3分 とな って いる。 デー タベ

ース について1988年(昭 和63年)の サ ー ビス開始 時 に は
、6種 類 の デー タベ ー ス

を提供 す るにす ぎなか ったが、現在 で は約4倍 の種 類 に増 え、利用 回数 もサ ー ビス

開始 当初 の6倍 、月 間利 用 回数 で1.300件 を数 え る ところまで成長 して い る。 .

3.6デ ー タベ ー ス利 用 システ ム実現 に伴 う効 果

地 方 か ら発信 され る情報 につ いて その扱 い方 は、全 国 ネ ッ トとロー カル ネ ッ トと

で は当然 異 なっ て くる。地 方の情報 は、地 方 の手 に よって発信 され な けれ ば、地 方

の実情 は伝 わ らな い と言 え よ う。その意味 で、このパ イ ロ ッ トシス テムが第一 歩 と

な り、本 システ ムが構築 され、そ して デー タベ ー ス利 用 シス テムが実 現 され る こ と

になれ ば、地 方 の情報 の全 国へ の発信 が積極 的 に行 われ るこ とに な り、東北 の情報
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化および活性化 を促進する効果 をもた らす。

同時 に、利用者の情報に対する取組姿勢が積極的な ものに変化 し、次のデータベ

ースへのニーズを生み出す効果 も期待 で きよう。

4.新 聞制 作 シ ス テ ム とデ ー タベ ー ス

4.1新 聞 の製作 フ ロー とCTS

新聞 は、記者 に よる取材 か ら始 まって新 聞 として製作 、印刷 、配 達 され て読者 の

手 に渡 る。この新聞製 作 の プ ロセス を さ らに詳 しくしてみ る と、入 力 シス テム、校

正 システム、組版 シス テム 、版 下 出力 システム、製版 システム お よび印刷 、発 送 シ

ス テム といった システム構 成 の流 れ をた どって作 業 が進 め られ て い る。この うち版

下 出力 システム まで をCTS(ComputerizedTypesettingSystem)と 呼 んでい る。

4.2記 事 デー タベ ー スシステ ム概 要

4.2.1デ ー タの流 れ とシステ ム構成

デー タ蓄積 に伴 う基本 的作 業 は、CTSか らの デー タの 自動取 り込 み には じま

り、記事 の電子 的切 り抜 き、記 事 デー タ と記事 イ メー ジの蓄 積 、不 要 な コマ ン ド

の除去、辞書 の整備 、 そ して デー タ項 目の追加で あ る。

シス テム構 成 として 、主 なハ ー ドウェア はホス トマ シン(IBM9121/320)、 切

り抜 き端末 、FAXサ ーバ ー お よび検 索端末 。 ソフ トウ ェア として は、基本 ソフ

ト、画像処 理 ソフ ト、デ ー タベ ース処 理 ソフ ト、その他 ア プ リケ ー シ ョンソフ ト

が あ る。

4.2.2キ ー ワー ドと書誌情 報項 目

キー ワー ドは、取 り込 まれ た記事 電文 か ら自動的 に抽 出 され る。抽 出の処 理 は

キー ワー ド抽 出処 理、ひ らが な抽 出処 理 、1文 字 削除処理 、お よび複合語処 理 と

い った流 れ を とって い る。これ ら各 処理 は、キー ワー ド抽 出辞 書 、ひ らが な辞 書 、

1文 字辞 書 を用 い る こ とに よ り行 われ る。

また 、本文 中 に存在 しな い項 目をキー ワー ドとした い場 合 は、その項 目をデー

タ項 目 と称 して入力 し、記 事 デー タ に付 加 してい る。

なお、 そのほかの辞書 と して、検 索 時 に使用 す る同義語 辞書 を整 備 してい る。

4.2.3デ ー タベ ース構築 作業

実際 のデー タベー スの構築 作 業 は、基本 的 に記事 の切 り抜 き作 業 と書 誌情報 の

入 力、そ してデー タの蓄積 な どであ り、これ らの作 業 の繰 り返 し とな る。その他 、

関連 した作業 として は、辞書 の メ ンテナ ンスな どが あ る。
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4.2.4シ ス テム の特徴

受託社 の デー タベ ー ス システ ムの特 徴 として は、新 聞製 作 システ ムか らの デー

タの 自動取 り込 み 、電子 的切 り抜 き方式 の採 用 、紙 面 のデー タベ ー ス化 の範 囲 の

広 さ、記事 イ メー ジ をその ままFAXに 出力 で きる等 々が あ げ られ る。

5.パ イ ロ ッ トシ ス テ ムの 構 築

5.1記 事 デ ー タベ ー ス と 「コ ミネ ッ ト仙台 」 との接 続 の課題

5.1.1配 信 シス テム構築 の構想

一般 のユ ーザ ーが受託 社 の社外 か ら利 用 で きる よ うにす るた め には
、まず デ ー

タ を外 へ出 す仕組 み(配 信 システ ム)を 作 る必 要が あ る。具 体 的 に は、 受託社 の

シス テム とユー ザー の システム をつないでオ ンライ ンで利 用 す る方法 や 、受託 社

か らデ ィス トリビュー ターへ記事 電文 を送 る といった方 法が よ く知 られ て いる。

5.1.2「 コ ミネ ッ ト仙 台 」 の シ ス テ ム概 要

「コ ミネ ッ ト仙 台 」の シ ス テ ム は 、㈱ 富 士 通 のA-60と 呼 ば れ る コ ン ピ ュー タ ー

を 中 心 に 、MSIA(MultipleSerialInterfaceAdapter)6セ ッ トの ほ か 増 設 メ

モ リ、 デ ィ ス ク な どで 構 成 され て い る。

5.1.3接 続 のた め の課題

両 システム を接続 しよ うとした場合 、当面解 決 を要す る技術 的課題 と して、両

システ ム間 の通 信 方式、通 信手順 の決定、通 信 方式 ・手順 に基 づ い て ソフ トウ ェ

ア を開発 す るた めの ツールの 開発 な どが考 え られ る。

5.2パ イ ロッ トシ ステ ム

上 記 の よ うな接続 の基 本 的 な課題 を短期 間 に一挙 に解決 す る ことは困難 で あ る。

そ こで、 まず 通信上 の主要 な課 題 を解決 して、パ イ ロ ッ トとな る シス テム を構 築 、

そのの ち早期 に本 シス テ ム を構築 す る こ ととし、以 下 の よ うな システ ム を構 築 し

た。

5.2.1通 信 方式X.25

両 社 間の通 信 方式 を、CCITTのX.25と し、第1種 パ ケ ッ ト交換 回線1回 線 を

開設 した。

5.2.2通 信制 御装 置 の概 要

採 用 した通信 制御 装 置 は、IBMの3745/170で 、 チ ャネル ・アダ プター を4つ

持 ち、最大112回 線 と接 続 で きる。設 置 した システム は、19.2Kbpsで16回 線 に
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対 応可能 の構 成 にな ってい る。

5.2.3シ ス テ ム の接 続 と ネ ッ トワ ー ク ・ソ フ ト

両 シ ス テ ム の 接 続 は 、 受 託 社 の コ ン ピ ュ ー タ ーIBM9121/320、 通 信 制 御 装 置

3745/170、DSU(DagitalServeceUnit)、NTTの 回 線DDX-P、DSU、 「コ ミ

ネ ッ ト仙 台 」の コ ン ピ ュ ー タ ーA-60と い っ た構 成 に な っ て い る。 そ し て 、 この

構 成 上 で 基 本 ソ フ トとア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ トが 動 作 し て い る。

5.2.4パ イ ロ ッ トシステムの テ ス トと確 認

パ イ ロ ッ トシス テムの構築 に伴 い 「プ ロ トコル接 続確認 テス ト」を実施 し、 接

続 の確 認 を行 った。

6.今 後の展望

6.1本 システム の実施 へ向 けて

パ イ ロ ッ トシステ ムの 目的 は、本 シス テムの実 現 を容 易 にす る こ とに あ り、早急

に本 システ ム を構築 し、サ ー ビス を開始 して い くこ とが望 まれ る。

パ イ ロ ッ トシス テム構 築後 、本 システ ムの実現 へ 向 けて は、検 索 の コマ ン ド体 系

統一 の必要性 や 「コ ミネ ッ ト仙 台」のユ ーザ ーへ の フ ァクシ ミリサ ー ビスの提供 な

どい くつかの課題 の解 決が 必要 とされて い る。

6.2シ ス テム発展 の展望

当面 の 目標 で ある本 シス テムが 実現 し外部 へ配信 す る仕組 みが で きた として、受

託社 のデー タベー ス に は、ア クセ ス可能 なネ ッ トワー クを どの ように拡 大 してい く

か、サー ビス の質 お よび量 を どの ように充 実 させ てい くか な ど とい う基本 的 な課題

が あ る。これ らを今 後 どの よ うに考 えて い くか 、シス テムの発展 性 と大 き く係 わ っ

くる。
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II記 事 デ ー タ ー ベ ー ス ア ク セ ス 用 パ イ ロ ッ ト

シ ス テ ム の 構 築 と地 方 の 情 報 化 に つ い て
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1.は じめ に

多様 な可能 性 を秘 めた情 報化 の波 が 、今地 方 で湧 き起 ころ う として い る。政 治 、経済 、

文化 等 の様 々 な面 で東京 圏 に多 くの機 能 が集 中 し、適切 な機能 分担 が阻害 され てい る今

日の状 況 に、対応 して求 め られ つつ あ る多極分 散型 国土 形成 の動 きで あ る。 この多極 分

散 の動 向 を地方 で とらえ、実現 して い くことが で きるか ど うか は、地方 におい て、情報

シス テ ムや通信 ネ ッ トワー クな どの情 報 化 の基 盤 が いか に整備 されて い るか と大 き くか

かわ って くる。

東北 地 方 において は、東 北 イ ンテ リジェ ン ト ・コス モス構想 が 「学術 ・技術 ・情 報機

能 の集 積 と高度化 」 を基本 戦 略 に掲 げ、 この基 本戦 略 を具体化 す るた め種 々 の活 動 を展

開 して い る。

東北 振興 を掲 げ、地方 の情報 化 の進 展 を図 る具体 的 方策 のひ とつ として、地域 内で 自

らが デ ータベ ース を構築 し、 同時 に また、 その情報 を社 会へ発 信 してい く仕 組 み をつ く

ってい くこ とがあ げ られ る。

そ こで本事業 は、河北 新報社(受 託 社)が 独 自に社 内で利 用 す る こ とを主 な 目的 とし

て構築 した記事 デー タベ ー ス システ ム について、地 域 内パ ソコ ンネ ッ トワー クを通 じ外

部 のユ ーザー が利 用 で きる よ う、デ ー タベ ー ス利用 シス テム を構築 す る ことを目指 し、

その実現 を図 り易 くす るた めのパ イ ロ ッ トシステム を構 築 した。 具体 的 には、記 事 デー

タベ ー ス と地域 内パ ソコンネ ッ トワー ク とい う異 な る システム接続 の課 題 を解決 し、通

信制御 装 置 と標 準 ソフ トの搭 載 、更 にアプ リケー シ ョン ソフ トの開発 を図 った もので あ

る。

今 後 これ を更 に発 展 させ る ことに よ り、平成4年8月 の記 事 デー タベ ース シス テム社

内 サー ビス開始 に合 わせ て、パ ソコ ンネ ッ トワー ク を通 じて の社 外 サー ビスが 実現 され

る もの と期待 され る。

今 日、新聞 記事 のデー タベ ー ス化 は、 多 くの新 聞社 によ って取 り組 まれ て い る。 しか

し、マー ケ ッ トの先行 きの不透 明 さや費 用面 、技術面 の困難 さが あ って、"十 分進 展 して

い る"と は言 えない状況 にあ る(3.2参 照)。 その よ うな中で受託 社 の デー タベ ー ス構 築

へ の取 り組 み には、地域 の大 きな期 待 が寄せ られ てい る。

な お、受託 社が 開発 した記事 デ ー タベー スは、平成3年8月 か らデー タを蓄 積 して お

り、主 に次 の よ うな特 徴 を もって い る(4.2参 照)。

① 日常発 行 され る新 聞記事 の ほ ぼ全 量 を蓄積 の対 象 に して い る。

② 新聞 電子組版 システム(CTS)で 作成 され た紙 面 を電子 的 に切 り抜 くこ とに よっ

て記事 デ ー タを蓄積 して い る。

③ 必要 に応 じて切 り抜 きイ メー ジ をFAXで 提供 で きる。

④ 検索 システ ム として、"漢 字 ・か な検 索 方法"を 採 用 して い る。
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⇒ 東三 〇

情報発信力の向上

東北 イ ンテ リ ジ ェン ト・

コ ス モ ス構想 の 推進

情報基盤の整備

デー タベ ース利用 システムの実現

パ イ ロ ッ トシ ス テ ム の 実 現

新 聞 記 事 デ ー タ ベ ー ス

地 域 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

図1-1記 事 デ ー タベ ース ア クセ ス用 パ イロ ッ トシス テ ム構 築の 意義
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2.パ イ ロ ッ トシ ス テ ム の 構 築 体 制

河北新報社情報局内に情報局長 を中心に事務局を作 り、外部スタ ッフに検討委員を依

頼 し、パイ ロッ トシステムの構築 とそれに伴 う課題の検討 を行った。委員会 の構成メン

バーは次の通 りである(氏 名表示 は、五十音順 による)。

2.1記 事デーベースア クセス用パイ ロッ トシステム構築委員会

委員長

委 員

宮崎 正俊

稲葉 輝雄

大澤 隆夫

大山 肇

奥山恵美子

田宮 利和

田村 政勝

東 北大 学

㈱ 東 北 シス テムズ ・サ ポー ト

㈱ コ ミネ ッ ト仙台

日本 アイ ・ピー ・エム㈱

仙 台市

㈱富 士 通

NTTデ ー タ通信㈱

担 当業務 ・配信 システムの仕様の決定

・システム接続 に伴 う課題の解決

・パイロットシステムの役割の評価

・地域情報化 のあ り方の検討

2.2記 事デーベースアクセス用パイ ロッ トシステム構築専門委員会

専門委員 伊藤 康彦

大宮 孝司

海藤 恒久

早川 徹

平野 覚

古内 博勝

星 光義

町田 章

㈱ コ ミネ ッ ト仙 台

河北 新報 社

㈱富 士 通東北 シス テムエ ンジニ ア リング

河北 新 報社

㈱ 東北 シス テム ズ ・サ ポー ト

NTTデ ー タ通 信㈱

NTTデ ー タ通 信㈱

日本 ア イ ・ピー ・エム㈱

担 当業務 記 事 デ ーベ ー ス ア クセ ス用 パ イ ロ ッ トシス テ ム構 築 委員 会

(本委員会)の 委託 に基 づ き、パ イ ロ ッ トシステム構 築 に伴 う実

作業 を行 い、 その結果 につ いて本 委員会 に報告 す る。
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2.3事 務 局

事務局長 杉本 安克 河北新報社

後藤 義雄 河北新報社

千田 利昭 河北新報社

担当業務 委員会 の運営並びに本事業 の遂行 に必要な一切 の業務 を行

う。
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3.パ イ ロ ッ トシ ス テ ム 構 築 の 背 景

パ イロ ッ トシステム構 築 の背景 を東北 振興 とのかか わ りか ら検 討 し、新 聞業界 の デ ー

タベ ースへ の取 り組 み状 況 と記事 デー タベ ース への要望 、東北 地方 のサ ー ビス状 況 、「コ

ミネ ッ ト仙台 」 の現状 を調 べ 、 デー タベ ース利用 シス テム実現 に伴 う効 果 を明 らか に し

て い く。

3.1東 北振 興 とデー タベ ース

"情報があるところに人が集 ま り
、人が集 まると情報が膨 らむ"と 言われている。現

在、我が国では、東京圏に都市機能が集中し、人 口も情報 も過度の集積 をみせ、 この言

葉通 り 「東京対地方」の情報格差 は人 口比 を大 き く上 回っている。データベースサービ

スの売上高 は、その8割 までが東京圏で占められてお り、東京圏への情報の集中 とそ こ

か ら発信 され る圧倒的な情報量 を物語 っている。

東京圏への一極集中は、地方 を産業活動、社会活動、個人生活等様々な面において東

京圏 と結び付かな くては、単独では機能 しえない状況に追い込みつつある。つまり、東

京圏 と地方の情報、教育、文化等の量的 ・質的格差や就業機会の不足等が、地方への定

住化や地方の活性化 を阻んでいる。

近年、北海道や中国、九州地方な ど、全国各地で地域情報化、 とりわ け地域データベ

ースに関す る議論が活発化 して きている。 これ は、地方が将来的に都市 としての機能 を

維持 し、均衡 ある国土の発展 に寄与 してい くための方法論の模索で もある。

「情報」について、何 らかの対策 をとらない限 り、地方の発展 は成 り立たない と言えよ

う。

「南の福島が東京・関東圏の強い影響 を受 け、 また北の青森 も北海道圏 との相互交流が

深 まりつつあるとい う東北の置かれた立場 は、深刻」 とい う声さえある。東北独 自の文

化 を維持 しっつ、将来へ向けて発展 してい くためには、今 この時 を捉 え情報化への積極

的な努力 をしてい く必要が あるので はないだ ろうか。

そのためには、東北の特性 を活か したデータベースを構築 し、その情報 を全国へ、そ

して世界へ と向けて発信 してい く仕組 みをつ くらなければな らない。科学技術の発達 と

情報ニーズの高 まりによ り、社会全体 の情報流通量は増加の一途 をた どっている。 しか

し、東北の各県についてみた場合、消費情報量では平均的な位置にあるものの、供給情

報量では平均 をかな り下回 る位置 にある(図3-1、 表3-1)。 これ は、東北 として発

信す る情報が、非常 に少ない ことを意味 している。

東北 には社会へ向けて発信する情報が、本 当に少ないのだ ろうか。東北発信の情報で、

全 国、全世界か ら需要のある情報 はないのだろうか。答 えは 「否」である。なぜなら、

東北 には世界的に注 目され る研究機関が多数存在 している。例 えば、東北大学 にお ける

電気通信、金属材料、脳外科 をは じめ秋 田大学の鉱山、青森の雪の分野などい くらで も

需要のある情報があるはずである。
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しか し、残 念 な ことに今 まで これ らの情報 は、バ ラバ ラ に しか も小 出 しに発 信 され る

こ とは あって も、 東北 が一体 とな って発 信 し、 その情 報 を活用 して い くとい う体 制 が つ

くられて いなか った。 その結果 、東北 の様々 な情報 は、東北 にお いて直 接流通 され る と

い う こ とはな く、東 北 の情報 で あ りなが ら、 東京 圏か ら発信 され た情報 として、入手 す

る とい う 「情報 の逆 輸入 現象 」 と呼 ばれ る不 思議 な状況 を引起 してい る。 今 こそ、 こ こ

に東 北 が一体 となっ て情 報 の新 しい流通 の仕組 みをつ くって い く必 要が あ る。 その試 み

の第 一歩 が、地域 デー タベ ースの構 築 で あ り、 それ を活 用 しての情報 の発 信 であ る。地

域 デー タベ ー ス を通 して東 北 の情 報 が全 国、全世界 へ と発 信 され る こ とに よって、東北

の存在 が多 面 的 に認識 され、 その結 果 として東北 の振興 が 図 られ て い く。
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図3-1県 民1人当た りの総供給情報量 と総消費情報量

13

(注)情 報 とは、 「情 報 流 通 セ ンサ ス 」(郵政 省)の 中 に おい て情 報 流 の実 態 を と ら え るた め 、

あ らゆ る メデ ィアに よ る情 報 流通 の量 を教 る うの 尺度 で計 算 した もので あ る。 そ の 計 算 方

法 を定 め るに当 た って は、 次 の とお りい くつ か の 前提 を置 い て い る。

① 対 象 は郵 便(手 紙 、 葉 書)、 電 報 、 電 話 、 デ ー タ通 信 、 テ レ ビ ジ ョ ン放 送 、 ラ ジ オ 放

送 、新 聞 、書 籍対 話 、 学校 教 育 、観 劇 等12種 類 とす る。

② 各 メデ ィアの情 報 流 通 を、(a)言 語 、(b)音 楽 、(c)静 止 画 、(d)動 画 の4つ のパ ター ン に分

類 し、 そ の 間 に 「換 算 比較 」(例 え ば テ レ ビジ ョ ン放 送1分 間 の情 報 量 は葉 書 何 通 分 に

相 当す るか)を 設 定 す る と と もに、 各 メデ ィア に共 通 の単 位 と して 日本 語 の1語 を基 礎

と した ワー ドとい う単 位 を設 け 、 これ に よ りす べ て の情 報 量 を換 算 集 計 す る。

⑪ 情報 の もつ 「意 味 」あ る い は 「価 値 」につ い て計 算 の対 象 と しな い。

④ マ ス・メデ ィア以外 の メデ ィアで は総供 給 情 報 量 は すべ て消 費 され る もの とす る。
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表3-1総 供 給 情 報 量

総 供 給 情 報 量 構 成 比(%) 1

昭和50 昭和55 昭和60 昭和50 昭和55 昭和60

全 国 計 19,091 25β03 35β31 100.0 100.0 100.0

北 海 道 859 1,157 1,462 45 4.6 4.1

東 北 1225 1,616 2,368 6.4 6.4 6.7

青 森 156 193 234 0.8 0.8 0.7

岩 手 115 171 215 0.6 0.7 0.6

宮 城 304 383 519 1.6 1.5 1.5

秋 田 113 157 192 0.6 0.6 0.5

山 形 110 165 196 0.6 0.7 0.6

福 島 181 234 448 0.9 0.9 13

新 潟 246 313 564 1.3 1.2 1.6

関 東 7,749 10292 14223 40.6 40.7 403

東 海 2,134 3,002 4,176 11.2 11.9 11.3

北 陸 335 426 545 1.8 1.7 1.6

近 畿 3,692 4,798 6σ974 19.3 18.9 19.7

中 国 1,112 1,412 2,087 5.8 5.6 5.9

四 国 461 583 889 2.4 2.3 2.5

九 州 1,435 1,902 2,466 75 7.5 7.0

沖 縄 89 115 141 0.5 0.4 0.4

三 大 都 市 圏 10,956 14,234 20,121 57.4 56.3 57.0

東 京 圏 6,397 8,400 11,673 34.5 33.2 33.1

名 古 屋 圏 1,416 1,821 2,613 7.4 7.2 7.4

大 阪 圏 3,144 4,013 5,835 16.5 15.9 16.5

地 方 圏 8,135 11,069 15,210 42.6 43.7 43.0
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3.2新 聞業界 のデー タベ ー スへ の取 り組 み状況

新 聞社主 要各社 のデー タベ ー スへ の取 り組 み状況 は、表3-2の 通 りで ある。 これ を

見 る と、編 集支援 用の記事 デー タベ ー ス にっ いて は、東京 大手紙 の みな らず、大 手 の地

方新 聞社 を含 めて何 か し らの対 応 が な されて い るよ うで あ る。これ は、CTSと 呼 ばれ る

新 聞製作 シス テム(4.1参 照)の 普及 に伴 い、 シス テム的 に記事 デー タの 自動蓄積 が 可能

になった こ とに よる もの と考 え られ る。

しか しなが らデー タベ ー スの商 用化 となる と、その状 況 に は厳 しい もの が ある。朝 日、

毎 日、読売 、 日経等の東 京大 手紙 を除 け ば、商 用化 への取 り組 み状 況 は、 まだ まだ不十

分 と言 わ ざる をえない。

この よ うな中で の本事 業 の取 り組 み は、情報 化 の立 ち遅 れ て い る東 北 にイ ンパ ク トを

与 え る と同時 に、他 の地 方新 聞社 に対 して も様 々 な影 響 を及 ぼ す もの と考 えられ る。
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表3-2主 要各社の デ ー タベ ー ス事例

編 集 支 援 デ ー タベ ー ス デ ー タベ ー スの 商 用化

新聞社名 種 類 稼働年月 ネ ッ ト ワ ー ク

1

開始年月

朝 日 記事、図書 85年11月 日 経 、G-Searchほ か 86年4月

毎 日 記事、写説 88年4月 日 経 、G-Searchほ か 87年11月

読売 記事、写説 86年9月 日 経 、G-Searchほ か 87年4月

日経 記 事 、 イメー ジほ か 日 経 、G-Search 70年

ジ ャ パ ン

タ イ ム ス 記事 日経 86年9月

日刊工業 記事 84年 日 経 、G-Searchほ か 84年

日本農業 記事 日経 88年10月

共同通信 記事 、写説ほか 88年4月 G-Search 89年6月

北海道 記事 90年11月 オ ー ロ ラ ネ ッ ト、 日 経 91年11月

上毛 見 出 し、 人物 86年4月

山梨 日日 見出 し、写説 89年7月

静岡 記事、見出 し 81年1月 日経 、共 同 89年5月

中 日 記事 89年10月 MI-Base 84年1月

新潟 見 出 し、 人物 88年9月

北国 記事 、人物 ほか 88年3月

京都 見 出 し 、 イメー ジ 89年1月

中国 記事、図書 ほか 88年1月

四国 人物

愛媛 見 出 し
'88年1月

高知 見 出 し

西 日本 記事 日経 、共 同 89年9月

熊本 日日 記事 86年10月 共同 89年6月

南 日本 記事、見出 し 85年10月 日経 88年10月

(新 聞 協 会 調 べ か ら 作 成)

(注)

1.G-Search=富 士 通 、 平 和 情 報 セ ン ター な ど が 創 設 し た ネ ッ トワー ク。

2.オ ー ロラ ネ ッ ト=北 海 道 新 聞 社 が 運 営 管 理 し て い る パ ソ コ ン通 信 ネ ッ ト。

3.MI-Base=NTTデ ー タ通 信 の デー タベ ー ス シス テム。'

4.共 同=共 同 連 動 デ ー タベ ー スの こ と 、G-Searchを 通 じ て 配 信 。

5.写 説=写 真 説 明 の こ と 。
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3.3新 聞記事 デ ー タベ ー スへ の要望

1991年(平 成3年)7月 に受託社 が 仙 台市 内の企業 、 自治体 を対 象 に受託 社 が構 築 す

べ き新聞記 事 デー タベ ー ス について聞 き取 り調 査 を実施 した結果 、 デー タベ ー スへ のニ

ーズ と期待 はかな り高 い ものが あ った。

そ して、欲 しい情報 、機能 として は、次 の よ うな前 向 きな意見 が 出 されて い る。

(1)欲 しい情 報

記事 デ ータベ ース として欲 しい情 報 の種類 に は、 日常 の紙面 に掲 載 され る記 事 の ほ

とん ど全 てが あげ られた。 と りわ け次 の 項 目について の要望が 多 い。

① 東北6県 の地域 ニ ュー ス

② 言卜報

③ プラスアル ファの情報

④ 古い記事

⑤ ビジュアル情報

⑥ 広告

・各 県版 のニ ュー ス

・6県 各紙(他 社)の 記事

・6県 各紙 の言卜報

・企業情 報

・経済情 報

・選挙情 報

・観光 ・イベ ン ト情 報

・過去 の10大 ニ ュース

・10年 前、40年 前 の情 報 も欲 しい

・統計 資料等

・特 売情報

・広 告 プ ラスアル フ ァ情報

(2)欲 しい機能

機能 についての要望で は、検索の容易性 はもとより、単 なる新聞の切 り抜 き情報の提

供 にとらわれない次のような各種サー ビスが求 められている。

① 付加価値サービス ・整理情報の提供

・加工情報の提供

② 速報サービス

③ 紙面に掲載 されない記事(没 記事情報)の 提供

これ らの 要望事項 をみ る と、新 聞記事 デー タベ ースの構築 にあた って、即 実行 可能 と

判 断 で きる もの は少 ないか もしれ な い。しか し、いずれ の要望 も将 来 的 に実現 され れ ば、

利 用者 に とっ て非常 に魅 力 的 なデー タベ ー ス とな るで あ ろう。

(3)デ ー タベ ースの一 層 の発 展 のた め に

以上(1)、(2)で みて きた よ うな意見 の ほか に、 デー タベ ー スにつ いて次 の よ うな声 が あ
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ることも事実である。

① 情報収集は、社内のネッ トワークで十分。

(本社か ら情報が流れて くる)

② 新聞 の切 り抜 きで十分。

③ データを引 き出 して も再整理に手間がかかる。

④ 欲 しい情報がつかめない。

⑤ 検索端末 の操作が複雑だ。

⑥ 新聞を読 まない といわれる世代が、記事 データベースを果た して使 うの

だろうか。

⑦ 料金が高い。新聞購読料程度に してほしい。

⑧ 内容 に見合 うものであれば、多少高額で も使用する。

何 らかの形 でデ ー タベ ー ス に携 わ る者 として は、 この よ うな声 を謙 虚 に受 け止 め、 デ

ー タベ ー スの一 層 の発 展 の ため に真 摯 に取 り組 んで い く必要 が あろ う
。

3.4東 北 地 方の デー タベ ースサ ー ビスの状況

東北 地方 に おい て、不特 定 多数 の利 用 を想 定 し構 築(稼 働 、運営)さ れ て い る主 なデ

ー タベ ー スは
、表3-3の 通 りで あ る。 これ をみてわ か る ように、デー タベ ー スの一般

的 なデ ィス トリビュー タ として は、 「コ ミネ ッ ト仙 台」と各 県の 「中小企業 情報 セ ンター 」

が あげ られ る。

本 事業 にお いてパ イ ロ ッ トシス テム を構築 す る場合 、将 来 的 に記事 デ ー タベ ー スの想

定利 用者 は、一般 か ら企業 、大 学関係 者 まで多方 面 に及 ぶ もの と考 え られ る。 この よ う

な ことか ら、パ イ ロ ッ トシステム にお いて接 続 す るネ ッ トワー ク として、都 市 の コ ミュ

ニ ケー シ ョンネ ッ トとして存在 してい る 「コ ミネ ッ ト仙 台 」が望 ましい と思わ れ る。
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表3-3東 北地方 で構築 され て い るデ ー タベ ー スサ ー ビ ス一覧

構 築 ・運 営 主 体(デ ー タベ ー ス名》 概 要 業 態

東北大学

金属材料研究所論文データベース

・コ ンピュ ー タ に よる材料 設 計 の基 礎資 料

とな る種 々の情 報 を集 大成 した材 料 デ ー

タベ ー ス

P

岩手県工業試験場 ・新 技 術事 業 団が作 成 してい る新 技 術 情 報

の デ ー タベ ー ス

「ハ イ テ ク ネ ッ トとうほ く 」(パ ソ コ ン

通 信)の メ ニ ュ ー と して提 供

D

(株)コ ミネ ッ ト仙 台 ・商 工 名鑑 、 せ んだ い くら しの ガ イ ド等 の

地域 デ ー タベ ース

・各 新 聞 、企 業 信 用等 々の 一般 商 用 デ ー タ

ベ ー ス

D

宮 城 県 中 小 企 業 情 報 セ ン タ ー

MINES

(MiyagiInfbrmationNetwork

&ExchangeSystem)

・文 献 、 企 業情 報 、 人材 情 報 、統 計情 報 等

の地 域 固有 デ ー タベ ース

・外 部 デ ー タベ ー スサ ー ビス(SMIRSな ど)

コ

P・D

青森県中小企業情報センター

秋田県中小企業情報センター

岩手県中小企 業情報セ ンター

福 島県中小企業情報セ ンター

山形県中小企業情報セ ンター

・SMIRSの 提供 お よび各県の文献情報、企

業情報、人材情報 など独 自デ ータベース

を提供

A

P・D

宮城県

宮城県教育情報 システム

・能力開発情報 に関する約10万 件のデー タ

ベ ースを持 つ中央能力 開発協会 と県職業

開発協会 をオ ンラインで接続 し、人材、

教 育に関す る情報 を提供

D

宮城県

行政資料検索 システム

総合統計情報提供 システム

'

・県が所有する行政資料 の保有状況 を提供

・統計デー タの提供

P
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構 築 ・運 営 主体(デ ー タベ ース 名) 概 要 業 態

宮城県 ・国民 生 活 セ ン ター に設 置 され た ホ ス トコ

消 費 者 生活 情 報 ネ ッ トワー ク シス テ ム

、

ン ピュ一 夕 と接 続 し、情 報 の提 供

(PIO-NET) t相談情 報 、危害 情 報 、 商 品 テス ト情 報 、

判例情報、文献情 報な ど)

福 島 テ レメデ ィアサ ー ビス ・郡山商工会議所調査 に よる会員事業所 の P・D

デ ー タベ ー スの提 供

青森県立農業経営研究所 ・農業雑誌の 目次 を県 の関係機 関 に提供 D

農 業雑 誌 目次 デ ー タベ ース

山形県立農業試験場 ・ア メ ダ ス ・メ ッ シ ュ 気 候 デ ー タ 、 県 内 の ア P

メ ダ ス観 測 デ ー タ、 メ ッ シ ュ気 象 値 ・実 況

値の情報を県の農業関係機関に提供

・水 稲 サ サ ニ シキの成 育 デ ー タベ ー ス と し

て、農業試験場4箇 所 のササ ニ シキの成育

デ ー タ を 収 録
,

Plプ ロ デ ュ ー サ ー D:デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ
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3.5「 コ ミネ ッ ト仙 台 」の現 状

経済 の24時 間化 が進行 す るなかで、昼夜 を問 わず動 き続 ける都市 の コ ミュニ ケー シ ョ

ン手 段 のひ とつ として、時 間 や空 間の制約 を越 え、参加 者 の社会 的属 性 に もと らわれ な

い開 かれた交流 の場 としてのパ ソ コン通信 が脚 光 を浴 びて きてい る。

「コ ミネ ッ ト仙 台」は、仙 台市 が テ レ トピア構想 の指定 を受 けた こ とを契機 に、1986年

(昭和61年)12月 、 日本初 の第三 セ クター に よるパ ソコ ンネ ッ トワーク として設立 され

た。 東北の 中枢 都市 としての情 報 イ ンフラス トラクチ ャー を地域 あげて構 築 し よう との

主 旨か ら、株 主、 役員 それ ぞれ に地域 を代表 す る機 関 、 リーダーが参加 して い る。

「コ ミネ ッ ト仙台 」のネ ッ トワー クに は、東 北 をエ リア とす る国等 の出先機 関 、地元 マ

ス コ ミ、主 力金融 機関 、宮城 県、仙 台市 そ してそれ らの管轄 す る各種機 関 、文 化施設 、

更 に企業 、市民 が参加 してい る。

サ ー ビス は、24時 間運 用 で、回線 数が24。 ア クセ スポ イ ン トは全 国 に125カ 所 、法人

会 員 と個人 会員 とはお お よそ半 々 の割合 で あ る。 月間 ア クセス回数 とその時 間 は、平均

して約11,000回 、1回 約3分 とな って い る。

「コ ミネ ッ ト仙 台」が提供 す るデー タベ ー スサ ー ビスに は、地域 データベ ース と一般商

用 デー タベ ー スが あ る。地域 デー タベ ー スに は商工 名鑑 デー タベ ース、せ んだ い くら し

のガイ ド、食 い道 楽百 科等 が あ る(表3-4)。 また、一 般商 用 デー タベ ー ス として は、

各新 聞社記 事、企 業信 用 、人 物情 報 、図書情 報 サー ビス等 が あ る(表3-5)。

1988年 昭和63年 の デー タベ ースサ ー ビス開始 時 に は、6種 類 のデー タベ ー ス を提 供

す るにす ぎなか ったが、現在 で は約4倍 の種 類 にふ えて い る。 そ して、 当然 の ことなが

らデータベ ー スの利 用 回数 もサー ビス開始 当初 の6倍 、 月間利 用回数 で1,300件 を数 え

る ところまで成 長 して い る(図3-2)。

一般商 用 デー タベ ースの利 用分野 として は、各 マ ス コ ミ、企 業信用情 報 、雑 誌 等 の利

用率 が高 くな ってい る。 また、地域 デー タベ ー ス として は、 無料 サー ビス とい う こと も

あ るか も しれな いが、商 工名 鑑 の利 用 率が 高い。

「コ ミネ ッ ト仙 台」 の会員 数 は、現 在約3,000名 を越 え、毎年700名 程 度 の新 規会 員

が 見込 まれ て い る。
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以上 述 べた 「コ ミネ ッ ト仙台 」 の現状 か ら、受託社 の記 事 デー タベ ース を 「コ ミネ ッ

ト仙 台」 を通 じて配信 す る こ とは、 以下 の よ うなメ リッ トが あ る もの と考 え られ る。

① 利用 者 に とって新 た な端 末機 を設 置す る負担 が ない。

② 「コ ミネ ッ ト仙 台 」 で既 にサー ビス され てい る地 域情報(商 工名鑑 、生 活 ガイ ド

等々)と 合 わせ て、更 な る地域 の情報 集積 の高度化 が 図 られ る。

③ 将来 的 に、地域 独 自で の情 報 加工 の道が拓 かれ る可能性 が あ る。

④ 「コ ミネ ッ ト仙 台 」 には、各 種行政機 関が会 員 として加 入 して い るの で、今後 公

共 施設 等(市 民 セ ンター な ど)へ の導入 が見込 まれ る。
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表3-4「 コ ミネ ッ ト仙 台 」が提 供 してい る地域 デ ー タ ベ ース

商 工名 鑑 デ ー タベ ー ス

農 業 園芸 デ ー タベ ー ス

新 技術 情 報 デ ー タベ ー ス

せ ん だ い くら しの ガ イ ド

コ ンベ ンシ ョン・宿 泊施 設 案 内

食 い道 楽 百 科 デ ー タベ ー ス

表3-5「 コ ミネ ッ ト仙 台 」が提 供 してい る商用 デ ータ ベ ース

マーケッ トサーチ

東京商工 リサーチ企業情報

東洋経済企業情報

タイ トルサーチ

テクノサーチ

読売新聞記事 デー タベース

朝 日新聞記事 デー タベース

日経新聞記事デー タベース

毎 日新聞記事デー タベース

日刊工業記事デ ータベース

MANAGEMENT(経 営実務情報)

図書情報デー タベース

ア ジア速 報 サ ー ビス

ア ジア ビジ ネス情 報

産 業統 計 デ ー タベ ー ス

CD新 譜 速報

音 楽CD総 カ タロ グ

PRIZE(賞 ・受 賞情 報)

BOOK-MONIiHLY

週 刊 誌AERA記 事

ジ ェ トロエ ー ス

雑 誌 記 事 デ ー タベ ース

WHO(人 物 人材 情 報)

帝 国 デ ー タバ ンク企 業情 報

企業 ニ ュ ース情 報 デー タベ ー ス

一24一



l

N
O

ー

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2.000

1,000

利 用 時間

(分)

S8年T9月ll月89年13月5月7月9月ll月90年13月5月7月9月ll月91年13月5月7月9月

月 月 月 月

図3-2「 コ ミネ ッ ト仙台」のデータベース利 用状況の推移(資 料=「 コミネ ッ ト仙台」提供)

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

利 用 回 数

0

総利用時間

給利用回数



3.6デ ー タベ ース利 用 システ ム実現 に伴 う効果

新 聞記事 デー タベ ー スの情 報 源 の特性 として、

① 活字情 報 が 中心

②(When,Where,Who,What,Why,How,Howmuch)の 表 現 に優 れ、物事 の

経過 が よ くわ か る

③ データ の収 録件 数が膨 大

④ あ らゆ る分 野 の情 報 が混在 して い る

な どの項 目が一 般 的 にあ げ られて い る。 これ らの項 目か ら新 聞記事 デー タベ ー ス は、

体 系的 な情 報 を幅広 く求 め るための トー タル ガ イダ ンス として活用 してい くこ とがで き

よう。

しか しなが ら、 そ こか ら得 られ る情 報 つ ま り検索 結果 は、利 用 す るデー タベ ース に よ

って 当然異 な って くる。例 えば、 「日本 経済 新聞 記事情 報 」で は、企 業 、業界情 報 に高 い

ヒ ッ ト率 を示 し、朝 日、毎 日、読 売 の新 聞記事 情報 で は、 「住民運 動 」や 「市 民運 動」な

ど生活1青報 よ りのキー ワー ドで高 い ヒッ ト率 を示 してい る。 新聞 記事 は、基 本 的 に客 観

的立場 に基 づ い て製 作 され る もの だが 、実 際 には新 聞各社 の方針 や付加 事業 な どの影 響

が少 なか らず出 て くる。

従 って、地 方 か ら発信 され る情報 につ いて その扱 い方 は、全 国 ネ ッ トとローカル ネ ッ

トとで は当然 異 な って くる。地方 か ら全 国 に向 けて発 信 した い情 報 で あ って も、全 国 ネ

ッ トで は無視 され る場合 が あ る。地 方 の情報 は、地 方の手 に よって発 信 され な けれ ば、

地 方 の実情 は伝 わ らない と言 え よう。 その意 味 で、 このパ イ ロ ッ トシステムが第 一歩 と

な り、本 シス テムが構築 され、 そ してデ ー タベ ー ス利 用 システムが 実現 され る こ とにな

れ ば、地方 の情 報 の全 国へ の発信 が積 極 的 に行 われ る こ とにな り、 東北 の情報 化及 び活

性化 を促進 す る効果 を もた らす 。

同時 に、地 方の身近 な情 報が デー タベ ー ス と して提供 され る こ とに よ り、 デー タベ ー

スの利 用 も また身近 な こ とにな る。 そ の結果 、ユ ーザ ーの情報 に対 す る取組 姿勢 が積極

的 に な り、次 のデ ー タベ ー スへ のニ ー ズ を生 み 出す効果 も期待 で きよ う。
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4.新 聞 製 作 シ ス テ ム とデ ータベ ース

当該 デ ータベ ースの特 色 の一 つ は、CTSと 呼 ばれ てい る新 聞製 作 システ ムか ら直 接記

事 電文 を取 り出 して、 それ を電子 的 に切 り抜 いて データベ ース を構 築 す る点 にあ る。 そ

こで 、まず新聞製作 とデー タベ ース との かかわ りを述 べ 、その うえで、よ り直接 的 なデ ー

タベ ースの構築 の概 要 にふ れ る。

なお、詳 し くは技術 資 料 を参照 されたい。

4.1新 聞の製作 フ ロー とCTS

新 聞 は、記 者 に よる取 材 か ら始 まって新 聞 として製作 、 印刷 、配達 され て読 者 の手 に

渡 る。 この新 聞製作 の プ ロセ ス をさ らに詳 し くみ る と、入 力 シス テム、校正 シス テム、

組 版 システム、版 下 出力 シス テム、製版 システム お よび 印刷 、発 送 シス テム とい った シ

ス テム構 成 の流れ をた どって作業 が進 め られ てい る。(図4-1)

この システム構 成 の うち、入力 か ら版下 出力 まで の システ ムで は、 コン ピュー タが 中

心 的 な役割 を果た してい る。そ こで 、新聞業界 で は、版 下 出力 まで をCTS(Computerized

TypesettingSystem)と 呼 ん でお り、か な り一 般的 な用語 として用 いて い る。

なお、受託社 で は、 図4-2の システム全体 を"パ シ フィ ック"と い う愛称 を用 いて

い るが、狭義 には、CTS部 分 の愛称 として も用 いて いる。

CTSを 構成 してい る各 シス テム は、お よそ以 下 の ような機 能 と仕組 み にな って い る。

(1)入 力 システ ム

ここで い う入 力 シス テム とは、漢字 キ ーボ ー ドや ワ ープ ロな どに よって、記 者

の書 いた原稿 をコ ンビュ ータへ入力す るシステ ムの こ とをい う。1文 字 を2バ イ

トの機械 可読 の符 号 に変換 す る事 が主 な機能 で、 日本 の新 聞社 の多 くは、共 同通

信 社 は じめ加 盟社 が1977年 に定 めた"CO77"と 呼 ばれ る符号体 系 を採用 してい る。

(2)集 配信 シス テム

入力 した記 事電 文 は、 集配信 システム と呼 ばれ るシス テムへ集 まる。 この シス

テムは、今 日の新聞社 で は ご く普通 に見 られ るシス テム で、 自社 の記事 の ほか友

好 社 や通 信社 が 送信 した記 事電 文 も、 回線 を通 じてオ ンライ ンで入 力 す る。 なお

受託社 の集配 信 システ ム は、東 芝製 の コン ピュータ ー(TOSBAC7/70E)が 中心

にな って構築 され てい る。

また、現在 の作 業 は、入 力 に先 立 って編集 の デス クな い しは整理 記者 が、価 値

判断 、掲 載 の可否 、 掲載紙 面 の指定、見 出 し付 けな どを行 い、オペ レー ターが そ

の指示 に従 っ て、掲載 面名 、見 出 し、記 事本文 、写 真説 明 な どを漢 字 キー ボー ド

に よって入力 す る方 法が と られて いる。
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(1)

(3)
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＼
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図4-1新 聞 の 製 作 フ ロ ー とCTS
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(3)そ の他 の入力

紙 面 を構 成 して い る記 事本文 以 外 の要素 、た とえば写 真 や図 、地紋 見 出 し、広

告 な どは、記事本 文 の入力方 法 とや や違 う流れ を とって い る。 現状 で は、写真 、

図、広告 は別 に製 作 して、 ス キ ャナー に よって入力 して お り、 地紋 見 出 しは、別

にサ ブ ・システ ムで作 成 してオ ンライ ンで全体 の シス テム とつ ないで い る。

※地紋 見 出 し:地 紋(網 点や直 線 な どの模様 や 図柄 な ど)に 見 出 し文 字 を重ね

合 わせ た もの

(4)校 正 システム

集配 信 システム は、文 字通 り信 号 とな った記事 を集信 、配 信 す る機 能 を持 つが、

その ほか に も入 力 した記 事電 文 の内容 をプ リン トとして出力 す る機能 や 、 キー ボ

ー ドの付 いたVDT端 末(VisualDisplayTerminal)へ 記事 内 を表 示 す る と とも

に、 その操 作 に よって記事電 文 を校正 す る とい った機 能 を持 つの が普通 で あ る。

受託社 で は、記事 内容 のプ リン トを出 力 し、 それ を校閲記 者 が校 閲 、朱入 れ を

して オペ レー タへ 回 し、 オペ レータ はVDT端 末 を用 い て集 配 信 シス テム と会話

す る形 で記事 を訂正 し、掲載 す る面 な どを指 定 して組版 システ ムへ送 り込 んでい

る。

(5)組 版 システ ム

集 配信 システムか ら組版 システムへ送 り込 まれた記事 は、社説 な どに見 られ る

よ うな箱組 み、見 出 し組 みな ど体 裁 が整 え られた うえ新聞1ペ ージの大 き さに組

み込 まれ る。

受託社 の場合 、組版 シス テム の中心 に なって い るの は、日本IBM社 の コ ン ピュ

ー タ(IBM4381/R13)で 、JPS-Nと 呼 ばれ るソフ トフ ェアが ベ ー スに な ってい

る。 これ をJPSホ ス トとも呼 んで い る。

この ホ ス ト ・シス テム へ一 時蓄 え られた 記 事 電 文 をLDT(LayoutDisplay

Terminal)と 呼 ばれ る端 末 を操 作 す る こ とに よって新 聞1ペ ー ジ大 の大 きさに記

事 を組 み上 げて い る。

電子 的 に組 み上 が った紙 面 は、 さ らに訂正 の うえ、一 定 の時刻(新 聞 社 で は、

一般 に降版 時刻 といって い る)に な る と出力 指令 の コマ ン ドを打 つ こ とに よって

終 了す る。 この出力指 令 に よ り、1ペ ージ大 の版 下 が出力 す る。 同時 に、 同 じ紙

面 内容 が データベ ース用 の ホス トシス テム(IBM9121/320)へ も送 られ る仕組 み

にな って い る。

なお、 この段 階 までの記 事電 文 は、 内部 的 に はいわ ゆ る コー ド情 報 で、 各社 そ

れ ぞれ少 しずつ異 な った コー ド体 系 を採 用 して お り、受 託 社 の場 合 は先 のCO77

お よびIBM社 の コー ド体 系が 用 い られて い る。

一30一



(6)版 下出力 シス テム

ホス トシス テムか らの出力 指令 に よ り、文字 は文 字 フ ァイルか ら、写真 、 図 、

地紋 見出 し、広 告 な どはそれ ぞれの フ ァイルか らデー タが引 き出 され て集 め られ、

新 聞1ペ ージの大 き さの版 下 の形 で出力す る。

受 託社 の場 合 、 日本 電気 製の コンピュー ター(MS-4120)を 中心 とした 出力 シ

ステムで処 理 され た紙面 を、プ ロ ッター に よ り1ペ ー ジ大 の フ ィル ム として出力

して いる。

なお、社 内の シス テムへ の出力 と同時 に遠 隔地(一 関市)に 配置 して あ るプ ロ

ッターへ も出力 して い る。

(7)そ の他 の シス テム

受託 社 で は、 出力 した フ ィル ムを用いて製版(亜 鉛版)し 、オ フセ ッ ト輪転 機

で 印刷 、発 送 シス テム を経 由 して紙面 を読者 へ届 け る、とい う流 れ を とって い る。

以下 、 デー タベ ー ス と直 接 の関連 はな い と思われ るの で省略 す る。
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4.2記 事 デ ー タベー スシ ステム概 要

(詳細 は技術編参 照)

4.2.1デ ー タの流 れ とシス テム構 成

(1)デ ータベ ー ス構 築 の基本 的 な流 れ

受託社 は、平成 元年12月 、基 本 的な構想 を固 め、2年4月 か ら開発 に着 手、

3年8月 か らデー タの蓄積 を は じめたが 、 そ こにお け る記事 デー タベ ース構築

作 業 の基 本的 な考 え方 は、 お よそ以下 の通 りで あ る。(図4-3)

① デー タ取 り込 みの 自動化

デー タは、前述 の よ うに、CTSに お け る版 下 出力 と同時 に、同 じ紙 面、記

事電 文 をデー タベ ー スの ホ ス トシステ ムへ取 り込 んで い る。

② 切 り抜 き作業 の電 子化

必要 な記事 を切 り抜 く。

現在 、 日本 経 済新 聞社 で全 自動 的 に切 り抜 く方法 が実 用化 してい るが 、受

託 社で は、 自動 化 に よって必 要 な記 事 を100%切 り抜 くことは まだ無 理 と判

断、代 わ ってパ ソコ ンを用 いて、簡 単 に電子 的切 り抜 きを行 う方法 を開発 、

実用化 した。

③ デー タベ ー ス とイ メー ジ蓄積

切 り抜 いた記 事 を、記 事 デー タベー ス を構築 す るた めの デー タ と、切 り抜

きイメー ジの ま まの記 事 の双 方 を蓄 積 す る。

切 り抜 いたイ メー ジ状 に蓄 積 した記事 は、後 にイ メー ジの ま まパ ソコンな

どの端 末で見 た り、 プ リンタやFAXか ら取 り出 して見 る こ とがで き るよ う

に した。また 、FAXと して は当面G3タ イ プに対 応 す る と ともに、将来 普及

が予想 され るG4タ イプ に も対 応で きる こ とを考慮 した。

④ 不要 な コマ ン ド除 去の 自動 化

デー タベ ース を効 率 的 に構 築 す るた め、 ソフ トウェ ア を開発 、デ ー タベ ー

ス シス テムへ入力 した版 下 用 の記事電 文 か ら不 要 な コマ ン ド類 を取 り除 く作

業 を完全 自動化 した。

⑤ フ リー キー ワー ド方式 の採 用 と辞書 の整備

基 本 的 には、記 事電文 か ら、 自動 的 に キー ワー ドを拾 い 出 してデー タベ ー

ス を構築 す る とい ういわ ゆ る フ リー キー ワー ド方式 を採 用、 そ のた めの辞 書

を整 備 して い る。

⑥ デー タへの デー タ項 目の追 加

フ リー キー ワー ド方式 の弱 点(キ ー ワー ドが文章 の 内部 に限 られ る)を 補

って、 デー タ を検 索 す る際 に便利 な よう、 シソー ラス に代 わ る もの として デ

ー タに"分 類"な どの付加 情 報 を与 えて い る。
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図4-3 記 事 デ ー タ ベ ー ス 構 築 フ ロ 一
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(2)シ ス テム構 成概 要(ハ ー ドウ ェア)

上記 の ような基 本的 な流 れ を実現 す るた めデー タベ ー ス として整備 したハ ー

ドウ ェア構 成 は、ホス トマ シ ン、端末 制御 装置 、切 り抜 き端 末 、FAXサ ーバ ー

お よび検索端 末 か ら成 ってい る。(図4-4)

導入 を決 めた ホス トマ シ ンは コ ンピ ュー ターIBM9121/320、 記事切 り抜 き用

端 末 はパ ソコ ンIBM5571-VIB、 検 索用 の端 末 は同 じ くパ ソ コンIBM5530-TO3

が主 な機器 で あ る。(技 術編2節CTSと 記事 データベ ース シス テムの接続 図 参

照)

これ らの機器 は、平成2年 暮 れ 受託 社 内へ搬入 、3年1月 、3月 の新 聞休 刊

日にCTS機 器 と接続 、その後 、記事 蓄積 の ソフ トウェアの 開発 を終 えて8月 か

ら河 北新 報 に掲 載 された記 事 を蓄積 して い る。

(3)基 本 ソフ トウ ェア

導入 した ソフ トウェア はお よそ以下 の通 りで ある。

① 基本 ソフ ト

基 本 オペ レー テ ィング システ ム、 デー タや装置 の管理機 能 、開発 者 との対

話処 理機能 な ど。

② 画像 処理 ソ フ ト

新 聞記 事 イ メー ジをコ ン トロール す る。

③ デー タ ・ベ ー ス処 理 ソフ ト

デ ー タベ ー ス制御 の ソフ トウ ェアJAIRS/CICS(※)。

※JapaneseInformationRetrievalSystem/CustormerInformation

ControlSystem)

④ プ ログ ラ ミング言語

アプ リケー シ ョン ソフ ト開発用 のPL/1お よび アセ ンブ ラー言語 処理 。

⑤ 開発 した ソフ トの例

受託 社 は、EXT/SCF(EXternal/SystemComposingFile)と 呼 んで い る

オ リジナル ・ソフ トを開発 した。SCFと は、CTSの 組 み版 フ ァイル の ことで、

この ソフ トを"組 み版 ば らし"と 呼 んで い る。

CTSか らデー タベ ー ス システ ムへ流 れ て くる記 事電文 は、新 聞紙 面版 下用

の電文 で あ り、1文 字1文 字 につ いて 、文字 としての符 号(コ ー ド)の ほか

に、 その文 字 の紙面上 にお け る位置 情報 、文 字 の大 きさ、書体 な ど各種 情報

が付 け加 え られ てい る。 それ らはデー タベ ー ス構 築上 か らは不 要 な情 報 で あ

り、 それ らを この ソフ トで取 り除 い てい る。
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◇CTS、 記事 デ ー タベ ー ス両 シス テム 間 で のデ ー タ転 送 が必 要 な こ とか ら、

ホス トマ シ ン(A)、(B)、(C)は どの磁 気 デ ィ ス ク制 御 装 置 に もア クセ ス で きる。

図4-4 CTSと 記 事 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム
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4.2.2キ ー ワー ドと書誌情 報 項 目

(1)キ ー ワー ドの抽 出 と辞 書

キー ワー ドは、EXT/SCFを 経 由 した記事 電文 か ら、 自動 的 に抽 出す る。

抽 出 の処 理 は、 キー ワー ド抽 出処 理、 ひ らが な抽 出処理 、1文 字 削除処 理 お

よび複合語処 理 とい った流 れ を とって お り、各 処理 は、それ ぞれ辞 書 を参照 し

て ワー ドを拾 う とい う作 業 を してい る。(図4-5)

なお、 キー ワー ド抽 出辞 書 お よび複 合 語処 理 は、 デー タ ベ ー ス処 理 ソ フ ト

JAIRSに 標準 として装備 されて い る。他 の辞 書 はユーザ ーが作成 、メ ンテ ナ ン

ス を行 う。

各辞 書 の内容 、役割 りは、 おお よそ以 下 の通 りで あ る。

① キー ワー ド抽 出辞 書

入力文書 か ら単語 を切 り出 すた め に参照 され る辞 書 で、文 中の語 と辞 書 中

の語 を比較 し、最長 で一 致 した語 を一単語 とみ な して い る。

キー ワー ドの最小 単位 とな り、 この辞書 の単 語 を もとに複合語処 理 され 、

抽 出 キー ワー ド数 の減少 に もつ なが る。 ほ とん どの単語 は提供 され る。

② ひ らが な辞 書

ひ らが な、 ひ らが な混 じ りの語 を抽 出す るた め に登録 す る。 こ こで登録 さ

れ てい ない と、 ひ らが な で始 まる語 、 ひ らが な混 じ りの語 は抽 出 され ない。

③1文 字辞 書

1文 字 で もキー ワー ドとして抽 出 した い語 を登録 す る。 こ こに登録 されて

いない1文 字 の語 は抽 出 され ない。人名 、地 名 な どの抽 出 に使 用 す る。

④ 同義 語辞書

表 記上 の違 い な どで検 索結 果 が異 な る こ とを避 け るた め、全 く同 じ意味 を

持 つ キー ワー ドを対 で登 録 してお く。

なお、(1)か ら(3)ま での辞 書が 、文書 か らキー ワー ドを抽 出す る際 に参

照 され てい るの に対 し、 同義語辞 書 は、検 索 す る際 に使 用す る辞 書 なので、

デー タベ ー スの容量 が増 える こ とは ない。

(2)書 誌情 報 として入 力 す るデー タ項 目

キー ワー ドが デー タ本文 か ら切 り出 され る場 合 、本 文 にない ワー ドはキー ワ

ー ドにな らないた め、検索 に不便 な場 合が あ る と考 え られ る。た とえば、記 事

文 中で は"本 県"と か"わ が 国"と かの記 述が み られ 、"日 本"と か"県 名"が

省 略 されて い る場合 が多 く、後 に"県 名"な どをキ ー として検 索 して も、 その

デー タは出 て こない ことにな る。 そ こで、 それ ら不 足 して い る と考 え られ る項

目をなん らかの形 で補 って あれ ば、ユ ーザ ー に とって よ り便 利 とな る。

一36一



登 録 文 書 「白河 以北 一山百文」

↓

キ ー ワ ー ド

抽 出 辞書 一 キー ワ ー ド抽 出

処理

白 、 河 、 白 河 、 以 北 、 一 、

山 、 一 山 、 百 、 文 、 百 文

↓

ひ らがな

辞書
一 ひ らがな抽出

処理

白 、 河 、 白 河 、 以 北 、 一 、

山 、 一 山 、 百 、 文 、 百 文

↓

一文字語

辞書
一→ 一文字語削除

処理
白河 、 以 北 、 一 山、 百 文

↓

複合語処理

jAIRSDB

‡

(同一(一[三 三]

白河 、以北 、一 山、百文

白河以北、 一 山百文

白河以北一 山

白河以北 一山百文

以北 一山、 以北 一山百文

H
ノ.一 一＼

検索端末機

口

図4-5キ ー ワ ー ド抽 出 処 理 の 流 れ

一37一



受 託社 は、 その項 目をデー タ項 目 と称 して入 力 し、 デー タに付 加 して い る。

そ こで考 え られた項 目は、掲載 日、発 行 元、発信 元 、面名 、版別 、記 事 の分野

(分類)、 地紋見 出 し、著作 権 問題 の ク リアな ど公開 の可否 、 国 ・県名 、訂 正記

事 の有無 、写真 の有 無 な どで あ る。

そのパ ソ コン画面上 のイ メー ジ を図4-6に 示 す。 図4-6の デー タ項 目の

うち、分 類 コー ド、見 出 し、 追加 キ ー ワー ド、国別 コー ドは、オペ レーター が

パ ソコンのキー ボー ドを操作 して入 力 す る。他 の項 目は、 シス テムが 自動 的 に

入力 す る仕組 み にな ってい るの で、オペ レーター は、 た とえば"自 社 ものだ が

著作権 が ない"な ど例外 だ けを処 理 す る。

4.2.3デ ー タベ ース構 築 作業

ここで実際 の デー タベ ー ス構築 作 業 の概 略 を述 べ る。

この報 告書作 成 の時点 で は、 部門 外へ の デー タベ ー スサー ビス を行 ってお らず、

午前10時 か ら端 末4台 を用 い、午後4時 ころ1日 分 の朝 ・夕刊 の蓄積 作 業 を終 了 し

てい る。

(1)切 り抜 き作業 とデー タ蓄 積

①切 り抜 き作業

まず、パ ソコ ン画面上 に、紙 面 イ メー ジ呼 び 出す。(図4-7)。 次 いで画面

を見 なが ら、 マ ウス を操作 し、 カ ー ソル を該 当記事 に当 てて ク リックす る。

これ に よ り、1件 の記事 の切 り抜 きが終 わ り、 その分 の色 が変 わ る。 この操

作 を繰 り返 す こ とに よ り1力 面 の切 り抜 き処理 を完 了す る。

②書誌情 報 入力

モー ドを変更 し、 画面上 に記事(図4-8)を 呼 び出 して、先 の デー タ項 目

画 面(図4-6)を 見 なが ら必 要 な情 報 を入力 す る。

③ デー タ蓄積

切 り抜 きを終 えれば、 ただ ち にホス トへ送 っ てデー タ蓄 積 がで きるが 、現状

で は、1日 分 の作 業 を全 て終 えた段 階 で一括 して データ を蓄積 して い る。

(2)そ の他 の作業

その他、 関連 した作 業 として、マ シンのオペ レー シ ョン、辞書 のメ ンテナ ンス

(特 に同義語 辞書 の メ ンテナ ンス)作 業 、 開発 作 業(検 索 シス テム、FAXサ ー

バ ーの開発)な どが あ るが 、 ここで は省 略 す る。
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92/03/26/10:31

デ ー タ 項 目

記 事 番 号 K19920326A15×070

掲 載 日 19920326:平 成4年3月26日

発 行 元 K:河北新報

発 信 元 1:共 同通信

面 コ ー ド A1:朝 一1版 別15X

イ メ ー ジ 1:有

分類 コー ド1 285:道 路1分 類 コー ド21

見 出 し

追加キー ワー ド
,/

[]

文 字 数 0967

訂正 0:無著 作 権 0:無

非 公 開 0:無

国 別 コ ー ド J10:東 北

写 真 00:無1図101:有1表101:有

◎

◎ 1

◎

国道に102路 線6061キ ロ昇格/道 路審答申/東 北は新たに6路 線

道路審議会(高 橋国一郎会長)は25日 、山崎建設相に(1)主 に都道府県道から10

2路 線、延長6061キ ロを選び、新たに国道に指定する(2)一 般国道の自動車専用道

路のうち複数の国道からなる9路 線に新番号を付ける一などを求める答申をした。

【地図】

***【 お ことわ り】 「一般国道の追加指定路線(東 北)」 の表は記事デー タには入力さ

れ てお りませ ん。イメー ジ ・デー タでご覧 くだ さい***

図4-6デ ー タ 項 目
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現 在 位 置:1段57行

紙 面ID:D16.E5X.PA1

記 事ID:T20220656010

切 り抜 き

記 事ID:K19920326A15×0700

モ ー ド:記 事 ・イ メ ー ジ

記 事 ヘ ッ ダ

道路 審 議 会(高 橋 国一

郎 会長)は 二 十 五 日、 山

図4-7切 り抜 き作 業 画 面 イ メ ー ジ
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図4-8切 り抜 き記 事 呼 出 イ メ ー ジ
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4.2.4シ ステム の特 徴

(1)検 索 シス テム

検 索 シス テム は、 ほぼ他 社 と同 じ方 式だ が"漢 字"・"ひ らが な"に よる検 索

方 式 を採 用 、3月 外 部仕様 書 の作 成 、7月 開発終 了、8月 サー ビス開始 とい う

経過 を とってい る。

(2)受 託社 の デー タベー ス シス テムの特 徴

以上述 べ て きた受託 社 のデ ー タベ ー ス システム は、お よそ次 の よ うな特徴 を

持 ってい る とい う ことがで きる。

① 新聞 製作 システ ムか らの デ ー タの 自動取 り込 み

② 電子 的切 り抜 き方式 の採 用

③ 紙面 の デー タベ ー ス化 の範 囲の広 さ

掲 載 され た記事 の ほ とん ど全 て をデー タベ ース として収録 してい る。

④ 基本 的 にはキー ワー ドを自動 的 に抽 出

記事 文 中か ら自動的 にキー ワー ドを抽 出す るこ とが で きる。

⑤ 自由語検 索(フ リー ター ム)が 可 能

思 いつ いた ま まの言葉(記 事文 中 の キー ワー ドはほ とん ど全 て指 定可 能)

で検 索 がで きる。

⑥検 索 キー ワー ドに漢字 の利 用が可 能

キー ワー ドとして漢字 の指 定 がで きる。

⑦ 豊富 なデー タ項 目に基 づ く検 索 が可 能

分類 、 国別 コー ド、表 の有無 、図 や写 真 の枚 数 、追加 キー ワー ド等 の豊富

なデー タ項 目 によって、 高度 な検 索 が 可能 で ある。

⑧ 同義 語辞 書 の装備

同義語辞 書 を装備 してお り、関連 す るキー ワー ドで の記 事検 索 が容易 にな

る。例 えば、 ニ ュー メデ ィア とい う言葉 につ いて、パ ソコ ン通 信 、CATV、

キ ャプテ ン といった よ うな辞書 を定 義 してお けば、 キー ワー ドは"ニ ューメ

デ ィア"の み を指定 す る ことによ り定 義 された4つ のキー ワー ドについ ての

検 索が 可能 とな る。

⑨切 り抜 きイメー ジ をその ままFAXに 出力

場所 を問 わず に、新 聞 の切 り抜 き をフ ァク シ ミ リで提供 で き る。

⑩G4FAX対 応 品質 で イメー ジ データ を光 ファイル に蓄積

鮮明 な画質 で の イメー ジデ ータの提 供 が可能 で あ る。

以 上、受託 社 のデ ータベ ー ス シス テムの概 要 を述 べた が、 ここまでの説 明 で は、外部

か らデータベ ース を利 用す る仕組 みにふ れて い ない。

次 章 では、 ここで述 べた 記事 デー タベ ースヘ アクセ ス し、市 中か ら利用 す るた めの シ

ステ ムにっ いて述 べ る。
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5.パ イ ロ ッ トシ ス テ ム の構 築

5.1記 事 デ ー タベー ス と 「コ ミネ ッ ト仙台 」 との接 続 の課 題

5.1.1配 信 システム構築 の構 想

4章 で述 べた記事 デー タベ ー ス システム は、主 として社 内で デー タベー ス を利 用

す るた めの仕組 みで あ り、一般 の ユーザ ーが受託社 の社 外 か ら利 用 で きる ようにす

るた めに は、 まず デー タ を外 へ出 す仕組 み(配 信 システム)を 作 る必 要が あ る。 具

体 的 には、通信 制御 装置 お よび必要 な ソフ トウ ェア を導入 し、 ア プ リケー シ ョンソ

フ トを開発 して、電 話 な どの 回線 を通 じて外へ 出す仕組 み を作 り、 その仕組 み を通

じて、 受託社 の シス テム とユ ーザ ーの シス テム をつ ないで オ ン ライ ンで利 用す る方

法 や、受 託社 か らデ ィス トリビュー ターへ記事電 文 を送 り、 その デ ィス トリビ ュー

ター を通 じて ユー ザーが利 用 す る とい った方法が よ く知 られ て い る。

5.1.2「 コ ミネ ッ ト仙 台 」 の シ ス テ ム概 要

「コ ミネ ッ ト仙 台 」の シス テ ム は、 ㈱ 富 士 通 のA-60と 呼 ば れ る コ ン ピ ュ ー タ ー を

中 心 に 、MSIA(MultipleSerialInterfaceAdapter)6セ ッ トの ほか 増 設 メ モ リ、

デ ィス ク な どで構 成 さ れ て い る 。(図5-1参 照)

な お 、1セ ッ トのMSIAは 、4回 線 を制 御 す るの で 、パ ソ コ ンユ ー ザ ー との 間 の

回 線 は、24回 線 とな る。

5ユ.3接 続 のた めの課題f『

上記 の よ うな、A-60を 中心 とした システ ム と、IBM社 の コ ン ピュー ター9121/

320を 中心 とした システム を接 続 した例 はまだな い。

先行 してい る システム として、北海 道新 聞社の シス テムが あ る。同社 は、先 にIBM

の コ ンピ ュー ター3090を ホス トとす るCTSを 実現 し、 そ の後4381/R91を 中心 と

した シ ステム で デー タベ ース を構 築 、平成3年 秋 、A-60を ホ ス トとす るパ ソコ ンネ

ッ トワー ク(オ ー ロ ラネ ッ ト)を 通 じてデー タベー スサー ビス を実用 化 した。(受 託

社 調べ)

しか しなが ら、CTSお よび デー タベ ー スの システム構成 が 異 な って い るほか 、ソ

フ トウ ェア に自社 開発部 分 が多 く、 シス テム をその ま ま受託社 へ 置 き換 え る ことは

簡 単 で ない と思 われ る。

A-60とIBM9121の 両 シス テム を接 続 しよ うとした場合 、当面解 決 を要 す る技術

的課 題 として、

① 両 システ ム間の通信 方 式、通 信手順 の決定

② 通信 方式 ・手 順 に基 づ い て ソフ トウェア を開発 す るた めの ツール の開発
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図5-1「 コ ミ ネ ッ ト仙 台 」の シ ス テ ム 構 成 図
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③ 通信制 御装 置 のハ ー ドお よび基本 ソフ トの導入

④ アプ リケー シ ョン ソフ トの開発(文 字 の コー ドや フォー マ ッ ト変換 含 む)

といった こ とが考 え られ る。

5.2パ イ ロ ッ トシ ス テ ム

前述 の よ うに、 この報 告 の時点 で は、受託 社 は記事 の蓄積 作 業 を続 け る一方 、検 索 シ

ス テムの開発 を着手 した段階 で あ り、上記 の よ うな接続 の基 本 的 な課題 を加 えて、 それ

らを短期 間 に一挙 に解決 す る ことは困難 で ある。 そ こで、 まず通信上 の主 要 な課 題 を解

決 して、パ イロ ッ トとな るシス テム を構築 、 そのの ち早 期 に本 システム を構 築 す る こ と

とした。

構 築 したパ イロ ッ トシステ ムの概 要 は次 の通 りであ る。

5.2.1通 信 方 式

両 社 間 の 通 信 方 式 を 、CCITTのX.25と し、 第1種 パ ケ ッ ト交 換 回 線(DDX-P、

9,600bps、 パ ケ ッ ト多 重 化 機 能8チ ャ ネ ル)1回 線 を 開 設 した。

5.2.2通 信制御 装 置 の概 要

(1)名 称IBM3745/170

(2)概 要

1985年5月 に発 表 され たIBM社 の通信制 御装 置 で 、チ ャネル ・アダ プ ター4

つ を持 ち、最大112回 線 と接続 で きる。 これ を、1986年 発表 された前身 の3720

と比較 した場 合 、条件 に よっては、約4倍 の 回線 数 と トラ ンザ ク シ ョン量 をサ

ポ ー トで きる とされ て い る。

実際 に設 置 した の は、最 大伝 送速 度19.2Kbpsで16回 線 に対 応 可能 の構 成

になってい る。

(3)特 徴

特 徴 として、以下 の よ うな点 が挙 げ られ る。(受 託社 調 べ)

①IBMホ ス ト ・プ ロセ ッサ ー にチ ャネル接続(3MB/s転 送)

②最 大112回 線(19Kbps以 下)の 制 御 が可能

③ 高速 デジ タル回線(ISDN)に 対 応(1.5Mbps)

④ トー ク ン リングLANに 対 応(最 大2)

⑤各種 プロ トコル に対 応(X.25、ISDN、SNAな ど)

⑥ 自動 パ ワー オ ン/リ ス ター ト機能(遠 隔地 で有効)
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5.2.3シ ス テ ム の 接 続 とネ ッ トワー ク ・ソ フ ト

(1)両 シ ス テ ム の 接 続 は 、受 託 社 の コ ン ピ ュー タ ーIBM9121/320、 通 信 制 御 装 置

3745/170、DSU(DigitalServiceUnit)、NTTの 回 線DDX-P、DSU、A-60

とい っ た構 成 に な っ て い る。(図5-2)

(2)基 本 ソフ トの導入

端末 、プ ログ ラム間の通 信 を制御 す る機能 、通信 ネ ッ トワー クの制御 といっ

た基本 ソフ トを導入 した ほか 、X.25をIBMの 世 界 に フ ィッ トさせ るた めの ツ

ー ル を開発
、 導入 した。(技 術編6.ア プ リケー シ ョンシスラ ト構 成参照)

(3)ア プ リケー シ ョン ソフ トの役割

ア プ リケー シ ョン として開発 す るプ ログラムの 主 な役割 はお よそ以下 の通 り

で あ り、本 システ ム完 成 まで 開発 、 テス トが続 け られ、 それが ネ ッ トワー ク上

で も確認 され る必要 が あ る。

①IBM漢 字 コー ドとシフ トJISコ ー ドの変換 を行 う

② コマ ン ドの解 析 を行 う

③ 要求 され た コマ ン ドの処 理 を行 う(検 索、見 出 し表 示、記 事 表示 、FAX出 力

な ど)

④FAX出 力処 理 の制御 を行 う

⑤ エ ラー時 の対 応 を行 う

⑥ 会計処 理(課 金 情報)を 行 う

5.2.4パ イ ロ ッ トシス テム の テス トと確認

以上 述べ たパ イロ ッ トシステ ム は、両 システム を接 続 して 「プ ロ トコル接 続確 認

テス ト」 を終 了す る ことに よって、 当面 の役割 を終 え、 引 き続 い て本 システ ム構 築

に入 り、検 索 システ ムな どの進捗 に伴 って テス トが 続 いて い る。

「プ ロ トコル接続確認 テス ト」を 目的 として、数次 にわた って実施 、確認 した テス

ト項 目は以下(表5-1)の 通 りであ る。

一46一



記 事 デ ー タベ ース

システ ム

tBM9121/320

通信制御装置

lBM3745/170

コ ミネ ッ ト仙 台

A-60

記 事

デ ータ

図5-2記 事 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム と 「コ ミ ネ ッ ト仙 台 」 との 接 続
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表5-1「 コ ミ ネ ッ ト仙 台 」 との 接 続 に伴 う テ ス ト確 認 一 覧

(1)正 常 ケ ー ス

番号 項 目 検 証 方 法 コ メ ン ト

1 800バ イ トを10回 に分 け送 信 CICS側 のSEND時 のRESPを 確 認
パ フ ォー マ ンス比 較

す る 。

εys端末 に正 し く表 示 で きる か を

確 認 す る。

2 10Kバ イ トを128回 に分 け送信
CICS側 のSEND時 のRESPを 確 認

パ フ ォー マ ンス比 較

す る 。

S/S端 末 に正 し く表示 で きる か を

確 認 す る。

3 32Kバ イ トを410回 に分 け送 信 CICS側 のSEND時 のRESPを 確 認
パ フ ォー マ ンス比 較

す る 。

S/S端 末 に正 しく表示で きるかを

確 認 す る。

4 800バ イ トを1度 に送信 S/S端 末 に正 し く表 示 で きる か を
パ フ ォー マ ンス比 較

確 認 す る。

5 10Kバ イ トを1度 に送信 S!S端 末 に正 し く表 示 で きる か を 送信 時の最大値 を

確 認 す る。 求め る

6 32Kバ イ トを1度 に送信 S/S端 末 に正 し く表 示 で きる か を 送信時の最大値を

確 認 す る。 求め る

7 複数回に分けて受信 CICSの1回 目、2回 目のRECEIVE

のRESPを 確 認 す る。

8 2台 で同時に使用 S!S端 末 が2台 と も正 し く作 動 す る

か を確 認 す る。
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(2)例 外 ケ ー ス

番号 項 目 検 証 方 法 コ メ ン ト

1
SIS端 末 で デー タ入 力 中 の CICS側 のRESPを 確 認 す る。

回線切断

2
S/S端 末 で デー タ入 力 中 の CICS側 のRECEIVEのRESPを

電源遮断 確認 す る。

3 S/S端 末 でBREAKキ ー入力 SIS端 末 の状 態 を確 認 す る。

CICS側 のRECEIVE時 のデ ー タ

及 びRESPの 状態 を確 認 す る。

4 S!S端 末 で デ ー タの表 示 中 に CICS側 のRECEIVEのRESP

BREAKキ ー入力 及 びSIS端 末の状態 を確認

す る 。

5 ENTER押 下後に CICS側 のRECEIVEのRESP

BREAKキ ー入 力 及 びS/S端 末の状態 を確認

す る 。

6
S/S端 末 で デー タの表 示 中 に CICS側 のRECEIVEのRESP

CTRLキ ー+Cを 入 力 及 びS/S端 末の状態 を確認'

す る 。

7 S/S端 末 で デー タの表 示 中 に CICS側 のRECEIVEのRESP

CTRLキ ー+Sを 入力 及 びS/S端 末の状態 を確認

す る 。

■

.

8 CICSで 送 信 権 な し時 にSEND 2回 目のSENDのRESPを を確 認

す る 。
'

9 CICSで 送 信権 あ り時 に CICS側 のRECEIVEのRESP
RECEIVE

を確 認す る。
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番号 項 目 検 証 方 法 コ メ ン ト

10 CICSで 送信権あ り時に終了 &S端 末の状態 を確認する。

11 CICSで 送信権な し時に終了 SIS端 末の状態 を確認する。 リカバ リの手段

を確認する。
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6.今 後の展望

6.1本 シス テ ムの実現 へ向 けて

パ イ ロ ッ トシステムの 目的 は、本 シス テムの実現 を容易 にす る こ とに あ り、早 急 に本

システ ム を構 築 し、サ ー ビス を開始 して い くことが望 まれ る。

パ イ ロ ッ トシス テム構築後 、本 シス テムの実現 へ向 けて解決 が必 要 とされ る課 題 は、

お よそ以下 の通 りで ある。

(1)検 索 に対 しての コマ ン ド体 系統 一 の必 要性

受託 社側 が 「コ ミネ ッ ト仙 台 」の コマ ン ド体 系 に準 拠 す る にあた って、 数件

の対 応不 可能 な コマ ン ドが あ り、対処 が必要 とな る。

(2)「 コ ミネ ッ ト仙台 」の ユー ザーへ のFAXサ ー ビス の提 供

手 動 でサ ー ビス を行 う こ とも可能 で あ るが 、FAXサ ーバ ー を使 用 しホス ト

側 でア プ リケー シ ョンを開発 、社 内検 索 シス テム と共用 す る ことが望 ましい。

(3)FAXサ ー ビスに対す る課金方式の決定

次の ような複数の課金方式が あるが、それぞれに課題が挙 げられる。

① 送信 した用紙枚数での課金(イ メージの大 きさにかかわ らず、同 じ1枚 と

して課金される)

② ダイヤルQ2を 使用 した課金(開 発のワークロー ドが大 きい と予想される)

③通話時間での課金(距 離 による価格設定が必要 となる)

(4)デ ータベース利用の課金方式

次の ような課金方式があ り、検討 を要す る。

①送信 した記事数で課金(記 事の大 きさに関係 しない)

②検索時間で課金

③ 受託社側 の資源使用率で課金

(5)「 コ ミネ ッ ト仙 台」 のユ ーザ ーの レベ ル分 けの課 題

記 事 を公 開 で き る範 囲 やFAXサ ー ビス利 用 の有 無 に よ り、以 下 の よ う な

レベ ル分 けが 考 え られ、 ユー ザ ーIDの 事 前登 録 な どで対 処 す る こ とが必 要 と

な る。

①FAX利 用不 可 の一 般 ユ ーザー

②FAX利 用 可能 な一般 ユ ーザー

③ 受 託社 ユ ーザ ー(受 託 社 の記者 な どで、FAX利 用 を可能 とし、検索 レベル を
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高 く設定す る)

(6)「 コ ミネ ッ ト仙 台」 の ユー ザー に対 す る"お 知 らせ"情 報 の提供

受託社 側 で情 報 を事 前 に登録 し、 プ ライマ リー メニ ュー の表 示前 にその情 報

を流 す こ とがで きる。

(7)「 コ ミネ ッ ト仙台 」 のユー ザ ーへの イ メー ジ表示 機能 の提供

当面 、 困難 と思 わ れ る。

6.2シ ス テム発展 の展望

当面の 目標 で あ る本 シス テムが実 現 し外部 へ配信 す る仕組 みが で きた として、受託 社

の デー タベ ース に は

① アクセス可能 なネ ッ トワー ク を どの よ うに拡 大 して い くか

② パ ソコンな ど情 報機 器 の操 作 が不 得意 なユ ーザ ーのニ ー ズに どう応 えてい くかサ ー

ビスの質 お よび量 を どめ よ うに充 実 させ て い くか

とい う基本 的 な課 題 が あ る。以 下、 これ らの点 につい て述 べ て みたい。

(1)記 事 、 デー タベ ー スの普 及 と多方 面 のユ ーザ ーニ ーズ に応 えて い くに は、 ア

クセ ス可 能 なネ ッ トワー ク を拡大 してい く必 要が あ る。 そのた めに は、 デー タ

ベ ー ス システム と新 た なネ ッ トワー ク との接 続、配 信 先の ゲー トウ ェイ機 能 に

よるネ ッ トワー クの拡 大 な どが考 え られ る。

(2)「 パ ソコ ン通信 を使 って デー タベ ー ス サー ビス を誰 もが利 用 す る よ うにな る

には5～10年 はかか るだ ろ う。なぜ な ら、その ころ になれ ばパ ソコ ンで教育 を

受 けた世代 が、社 会人 として コンピ ューター の活 用 を始 め るか らで あ る」 とい

う説 が あ る。

しか し、私達 はそれ まで手 を こまね いて見 て い るわ け にはいか ない。そ こで、

これ まで キー ボー ドに触 れ る こ とのな か った世代 や、触 れ る こ とを拒 んで いた

世代 を巻 き込 んで の啓 蒙活 動 が必要 とな って くるだ ろ う。

その ため に は、 マ ンマ シ ンイ ンター フェイスの 向上 を図 る と同時 に、啓 蒙活

動 の第一歩 として、 きめの細 か いデー タベ ース教室 や活 用 セ ミナ ーの実施 、 そ

してイベ ン トや雑誌媒 体 を用 いて デー タベ ース 自体 の ピー アール を主体 的 に展

開 して い く必 要が あ る。 た だ利 用 され な い と嘆 くの で はな く、積極 的 に利用 さ

れ る環境 を作 り出 してい くこ とが必 要 と思 われ る。

(3)現 在、デ ー タベ ー スの検 索 端末 として、パ ソコ ンが一般 的 に利 用 され てい る。

しか し、将来 的 に は、例 えば、CATVか ら発 展 して いった テ レ ビ端 末機 の活

用 な ど、 操作 性 に優 れ た新 しい情 報機器 の誕 生 が期待 され る。
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(4)デ ー タベ ー スサ ー ビスの内容 として、当面 は掲載 記事 に限 られ た提 供 とな る

が、段 階 を踏 まえ 「聞 き取 り調 査」 に基 づ く要望事 項 につ いて、 実現 を図 っ て

い く必要 が あ ろ う。

(5)新 聞 は分 野別 に記事 が掲 載 され、読者 は関心 の あ る記 事 につ いて その情報 を

入 手 して い く。 一方 、記事 デ ータベー ス は、様 々 な分 野 の記事 が1つ の ま とま

りとして存在 し、 あ る情 報 を欲 す る人 間 が キー ワー ドを基 に最 終的 に入 手 した

い情報 を探 り出 してい く。 つ ま り、新聞 と記 事 デ ー タベ ー スサー ビス は、次元

の異 な った商 品 と言 えよ う。 その意 味で 、記事 デ ー タベ ー スサー ビス は、既存

の 資源 を活 用 した新 しい商 品の提供 で あ り、既 存 の未利 用資源 を更 に活 用 す る

こ とに よ り、 サー ビスの質及 び量 の一層 の充実 が図 れ る もの と考 え られ る。

(6)将 来 にお い て、 データベ ー ス と呼 ばれ る ものが、 現在 と同 じ形 態 、同 じ概 念

で存 在 す るか どうか は、大 きな疑問 であ る。 現在 で は、想像 も出来 ない全 く異

質 な ものが、 デー タベ ース と呼 ばれ る可能性 もあ る。 しか し、 デー タベ ー スは

デ ー タが蓄 積 されて こそ大 きな意味 を持 つ。 その意味 で今 デー タベ ース への取

組 を開始 す る こ とによって 、将 来 の形 態 の如 何 ん を問 わ ず その時 のサ ー ビス の

主体 として存 在 す る可能 性 は非 常 に高 い。
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2・ ⊂TSと 記 事 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の 接 続 図(次 ペ ー ジの 機 器 概 要 参 照)
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◇ 記 事 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 機 器 概 要

(1)9121-320中 央 演算 処理 装置

IBMが 平成3年9月 に発 表 したES/9000フ ァ ミリー では、空冷 式 、単一 プ ロセ ッ

サーで最上 位 のモ デル。記 事 デー タベ ース システム で は、 この機 種 をホス トコ ンピ

ュー タ として導入 し、入 出力、端 末装 置 な どを制御 す る。性能 は、現行PACIFICホ

ス ト、IBM4381-R13の 約5.5倍 で あ り、主記 憶容 量 は64MBで あ る。

(2)3990-002磁 気 デ ィス ク制 御装 置

大容 量 の磁 気 デ ィス ク装置 を制 御 し、 ホ ス トプロセ ッサー と磁気 デ ィス ク装 置間

の デー タ転 送 の通 路 の役 目を果 たす 。特 に3990-002型 は、4つ のデ ー タ転送 経 路 を

提供す る。

(3)3880-AK4/BK4磁 気 デ ィスク装置

大量 の 記事 やイ メー ジデー タ を蓄積 す る装置 であ り、端 末機 か ら この中 のデー タ

を検索 す る こ とにな る。AK4/BK4は1台 で7.5GBあ り、導入 す る6台 で は合計45

GBの 容 量 にな る。

(4)3940-D32磁 気 テー プサ ブシ ステ ム

制 御 装 置 とテ ー プ ドラ イ ブ を一 体 化 した コ ンパ ク トな磁 気 テ ー プ 装 置 で、

PACIFICと 完全 互換 性 のあ る1/2イ ンチカ ー トリッジテー プ を使 用 す る。

(5)4245-012印 刷 装置

イ ンパ ク ト方式 の印刷装 置で あ り、 プ ログ ラム リス ト、統計 情報 の 印刷 を行 う。

印刷速 度 は、最 高1,200行/分 で あ る。

(6)3174-11L端 末制御 装 置

9121プ ロセ ッサ ー とその端末機 とを、効 率 よ く高速 に接続 す る制 御装 置 で あ る。

4台 設 置 す るうち2台 は、 シス テム コ ンソール 、検 索端 末機 な どを制御 し、残 りの

2台 で トー ク ン リングネ ッ トワー ク を構 築 して 、切 り抜 き端 末機 や レザ ープ リンタ

ー を接続 す る。

(7)3299-002端 末 多重 装置

3174制 御装 置 の1本 の同軸 ケ ー ブル を、効率 よ く端末機 に分 配 す る装 置 で ある。

(8)8228-001集 線 装置

ワー クステー シ ョンな どの情報 処理 装 置 をス ター状 に接続 す る リン グ集線 器 で あ
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る。 トー ク ン リングネ ッ トワー クに切 り抜 き端末 機 を接続 して いる。

(9)3472-JOIlnfowindow

シ ス テ ム制 御 の た め の オ ペ レ ー ター 用 コ ン ソー ル で あ る 。

(10)4224-201印 刷装 置

イ ンパ ク ト方式 の端 末 印刷 装置 で あ る。印刷 速度 は、最高200文 字/秒 で あ り、コ

ンソー ルプ リンター と して使 用 す る。

(11)5571--VIBPS/55

32ビ ッ ト高速 プ ロセ ッサー(25MHz)を 搭 載 したPS/55シ リー ズ の上 位OS/2

マ シンで あ る。作 業性 を重 視 し、大型(20イ ンチ)、 高解像 度 デ ィス プ レイや マ ウス

を接続 してい る。6台 設 置す る中で1台 は、切 り抜 きイ メー ジを フ ァクシ ミリ出力

す るた めのサ ーバ ー と して使 用 す る。

⑫5582-PO1印 刷 装置

プ リンター、 ス キ ャナー、 プ ロ ッター、複 写機 の機能 が一体 にな った印刷装 置 で

あ る。解 像度 は、400×400ド ッ ト/イ ンチで あ り、切 り抜 き作 業 の確 認 、検 索 結果 の

出力、 イ メー ジの入 力 な ど多用 途 に使 用 す る。

(13)5530-TO3PS/55

システ ム装 置 と12イ ンチ カラー デ ィス プ レイが一 体 となった端末 機 で あ り、社 内

にお け る検索 用端 末 として使 用す る。

(14)5587-GO1印 刷 装置

半導体 レーザ ー を光源 とした電子 写真 方式 のペ ー ジプ リンター であ る。解像 度 は、

240×240ド ッ ト/イ ンチで あ り、デー タベ ースか ら検 索 した切 り抜 きイ メー ジ をプ

リン トア ウ トす る。

⑮DL3000光 フア ィル装置

兼 松 エ レ ク トロニ クスの光 フ ァイル シス テム。90GB(650MB×150枚)。 記事 デ

ー タは、磁気 デ ィス ク装 置 に入 る と同時 に光 フ ァイル シス テム に も取 り込 まれ る。
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3.記 事 デ ー タ蓄 積 処 理 フ ロー

CTSで 作 成 された組 版 デー タ を関 連 す る記 事単位 に分割 し、記 事 デー タベ ー ス として

蓄積 して い く。 また同時 に、紙 面上 に掲載 され た記 事 の形状 を切 り抜 きイ メー ジデー タ

ベ ー ス として蓄積 して い く。

処理 の主 な流 れ は、次 の通 りで あ る。

記 事

結合

プア イル

記事

オ リジナ ル

フ ァイル

配事文書

記事切り抜き単位

の更新

登録用

記事文書

データ

記 事

デー タベ ース作成

記 事

桐 造

プ アイル

配 事 イ メー ジ印 刷

《切 り抜 き記事 の

イ メ ー ジ展開)

/
切り抜き記事

印刷

記 事要素

イ メー ジ

フ ァイル

切 り抜 き記 事

イメー ジの作成

配 事

イ メ ー ジ

デ ー タ

鵬

コ

8

デ

ベ

ジ

タ

ス

ー

ー

ー

メ

デ

ベ

イ

イ メ ー ジ

デ 一 夕 ペ ー ス 作 成
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4. 通信制御装置構成図

記 事 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム
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◇ 通信制御装置機器概要

(1)3745-170は 以 下 の 接 続 が 可 能 で あ る

・4チ ャ ネ ル ア ダ プ タ ー

・ 最 大112も し くは96中 低 速 回 線

112=96(LIC1,3,4)十16(LIC5)

96=64(LIC1,3,4)十32(LIC5)

・ 最 大16のLIC5(32回 線)接 続 可 能

・ 最 大2高 速 デ ィ ジ タル 回 線(TDM経 由:1 .5Mbpsま で)

・ 最 大2ト ー ク リ ン グ

(2)LOWSPEEDSCANNER(LSS:低 速 ス キ ャナー)

・ マ イ クロ ・プ ロセ ッサ ー によ る最高256Kbpsま で の回線走 査機 構

・ 最大6個 の取付 けが可能

(3)LICBASE(LlB=回 線接 続ベ ー ス機 構)TYPE1

・LICTYPE1の 前提機 構

・8個 のLICの 格 納 が可 能

・ 最大3個 の取付 けが可 能

(4)LICTYPE1(回 線接 続機 構1型)

・4回 線 収容

・ ケー ブル は4種 類

NTTDCE接 続

NTTAUTOMATICCALLINGUNIT接 続

ASYNDTE直 接接続

SYNDTE直 接 接続

・ 最大24個 の 導入が 可能
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◇ 通 信 制 御 装 置(lBM3745-170)の 諸 元

・ 体積

・ 保 守 サ ー ビス エ リア

・ 重 量

・ 発 熱 量

・ 排気 量

・ 消費電力

・ 電源

・ 最大電流

・ サ イ ク ル

・ ス ト レ ー ジ

・ ハ ー ドデ ィ ス ク

・ キ ャ ッ シ ュ

・ 稼働環境

温度

相対湿度

最高湿球温度

:750mm(前)×650mm(横)×1000mm(高)

:前1000mm

:後1000mm

:230kg

:0.75KW

:7.2m3/分

1.1KVA

:単 相200～240V

:6.2A

:50Hzま た は60Hz

:4MB

:72MB

:32KB

:16～38。C

8～80%

:23℃
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5.「 コ ミネ ッ ト仙 台 」 ハ ー ドウ ェ ア構 成 図
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6.ア プ リケ ー シ ョンシ ス テ ム構 成

アプ リケー シ ョン システムの構 成 は、以 下 の通 りであ る。

記 事 デ ー タ ベ ー」ス シ ス テ ム(9121-320)

適用業務 」AIRS!CICS

・CICS!VS

ACFlVTAM

MVS/DFP

MVSlXA

通信制御装置

3745-170

ス㌻己
タ

言

一デ
　

NTTDDX-P

コ ミネ ッ ト仙 台

A-60

公衆電話網

口 口 口



◇ ソフ トウェア と機能概要

(1)基 本 ソ フ ト

①MVS/XA(MultipleVirtualStorage/ExtendArctecture)

基 本 オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム で あ り、 全 て の ソ フ トウ ェ ア の 基 盤 とな る もの で あ

る。2Gバ イ トの 多 重 仮 想 記 憶 領 域 を提 供 す る。

②MVS/DFP(MultipleVirtualStorage/DataFacilityProduct)

MVS/XAの 配 下 で 、デ ー タ 管 理 、装 置 管 理 、ラ イ ブ ラ リー 管 理 、ユ ー テ ィ リテ ィー

等 の機 能 を提 供 す る。

③RMF(ResourceManagementFacility)

シス テ ム 資 源 の使 用 状 況 、 パ フ ォー マ ンス 情 報 を収 集 し、 シ ス テ ム 全 体 の パ フ ォ ー

マ ン ス/キ ャパ シ テ ィ管 理 に必 要 な情 報 を提 供 す る。

④DF/DSS(DataFacility/DataSetServices)

磁 気 デ ィ ス クの バ ッ ク ア ップ及 び リス トア機 能 を提 供 す る。

⑤DF/SORT(DataFacility/Sort)

デ ー タの 分 類 、 組 合 せ の 機 能 を提 供 す る。

⑥TSO/E(TimeSharingOption/Extention)

適 用 業 務 開 発 者 との 対 話 処 理 機 能 を提 供 す る。

⑦ISPF/PDF(InteractiveSystemProductivityFacility/Program

DevelopmentFacility)

TSO/Eの 元 で 、 メ ニ ュ ー 形 式 に よ り対 話 処 理 機i能 を提 供 す る。

(2)画 像処理 ソフ ト

①GDDM(GraphicalDataDisplayManager)

画像 デー タ(新 聞切 り抜 きイ メー ジ)を コ ン トロー ルす る。

解像 度変換 、 回転 、縮 小等 の機能 を提供 す る。
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(3)デ ー タベ ー ス処 理 ソ フ ト

①JAIRS/CICS(JApaneseInformationRetrievalSystem/Custormer

InformationControlSystem)

記 事 デ ー タベ ー ス を制 御 す るた め に、 様 々 な機 能 を提 供 す る。

デ ー タ ベ ー ス を制 御 す る 中核 的 ソ フ トで あ る 。

(4)プ ログ ラ ミング言 語

①PL/1(ProgramLanguage/one)

適 用業 務 開発 にお いて使用 す る。 アセ ンブ ラー言語 と比較 して高 い生産 性 を提供 し

て い る。

②ASSEMBLER(Assembler)

適用 業務 開発 にお いて使 用す る。PL/1で は対 応で きない場合 に使 用 す る もので あ

る。

(5)提 供 業務 プ ログ ラムの役 割

①IBM漢 字 コー ドとシ フ トJISコ ー ドの変換 を行 う。

② コマ ン ドの解析 を行 う。

③ 要求 され た コマ ン ドの処 理 を行 う(検 索 、見 出 し表示 、記 事表 示等)。

④ フ ァクシ ミリへ の 出力 の制 御 を行 う。

⑤ エ ラー時 の処理 を行 う。

⑥ 会計 処理(課 金 情報処 理)を 行 う。
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7.通 信 仕 様(X.25プ ログ ラ ミン グ)

7.1X.25パ ケ ッ ト交 換 と は

7.1.1概 要

X.25パ ケ ッ ト交換 とは、 デ ー タ端末(DTE:DateTerminalEquipment)か ら

パ ケ ッ トと呼 ばれ る単 位 にデー タ を区切 り、網 内の交換機 に蓄 積 され、 そ こで さ ら

にあて先 に よる交換機 に中継線 を経 由 して 目的地 のDTE対 してパ ケ ッ トを送信 す

る ことに よ り通信 を行 う蓄 積 交換 方式 で あ る。

このX.25パ ケ ッ ト交換 は、国際勧 告 であ るCCITTXシ リー ズの い くつか の勧 告

で規定 され てい る。

交 換 機1

団 団
交 換 機3DTE 団 団 DTE

端 末1 ボス}1

一

一 田

口DTE 団 団 DTE

端 末2 交 換 機2 棚}2
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国]は パ ケ ッ トを表 す・ 口 の部分 が・・ケ ッ ト・ヘ ッダー の部 分 であ て先 等 の制御 情報
が入 る.回 の部 分 はユ ー ザー ・デー タカ・入 る.

端末1か ら送 り出 され たパ ケ ッ トには、ホ ス ト1へ の あて先情報 が セ ッ トされ て い る。

交換機1は 、 あて先情 報 を調 べ 、中継線 の混 み具合 を見 て交換機2か 交換機3に 対 して

パ ケ ッ トを送 り出す。

7.1.2X.25パ ケ ッ ト交換 の特長

パ ケ ッ ト交換 は、従来 の専 用線や 交換 回線 しは異 な った次 の ような特 長 が あ る。

(1)蓄 積 交換

パ ケ ッ ト交換 は、パ ケ ッ ト交換機 内の記憶 域 にいったん デー タ を蓄積 し、 あ

て先 の情報 が入 って るパ ケ ッ ト ・ヘ ッダ ー を調 べ て相手 に送信 す る蓄積 交換 方

式 であ る。 そのた め、記憶 装置上 で の何 らかの処 理 を行 うこ とが可 能 とな る。

(a)パ ケ ッ ト化

送 信す べ きメ ッセー ジ を決 め られた長 さに分割 し、 その各 々 に宛先 な どの

制御情 報 を付与 して い くこ と。

(b)パ ケ ッ ト多重化

パ ケ ッ ト伝 送 で は、論理 チ ャネル上 をパ ケ ッ ト化 した デー タを送受 信 す る

が 、1本 の物 理 回線上 に複 数 の論 理 チ ャネル を持 つ こ とが で き る。

(c)異 速 度通 信

パ ケ ッ ト交換 で は、蓄 積 交換 で あ るた め そ れ ぞれ のDTEとDCE(Data

Circuit-terminatingEguipment)が 独立 してパ ケ ッ ト転送 を行 う。そ のた め、

伝送 ス ピー ドの異 な るDTE間 の通信 が可 能 であ る。

(d)異 手順 端 末通 信

パ ケ ッ ト交換機 を仕様 した蓄積 交 換 で あ るた め、記 憶域 内でDTE間 の通

信手順 の変 換 を行 うこ とが で きる。

この機 能 を提 供 す るのがPAD(PacketAssemblyDeassembly)で あ る。

CCITT勧 告 で は、X.28無 手順端 末(ス ター ト・ス トップ)と パ ケ ッ ト端 末 と

が通信 で きる よ うなプ ロ トコル変換 を行 うPADをX。3で 規定 して い る。

(e)付 加機 能

NTTのDDX-Pで は、 交換機 内 で さ まざ まな処 理 を行 う付 加 サ ー ビス を

行 って い る。

(f)従 量制 課 金

X.25パ ケ ッ ト交換 で は、交換 機 を通過 したパ ケ ッ トの量 に応 じた課金 を行

って い る。
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(2)デ ジ タル伝送

X.25パ ケ ッ ト交換 で は、 デ ジタル伝 送 を行 って い る。

(a)高 速 伝送

CCITT勧 告で の最大速 度 は、64Kbpsと なって い る。

NTTのDDX-Pで は、48Kbpsが 最 大速度 で ある。

(b)信 頼 性

信 号 の減 衰 に対 して再 生 中継器 をお いて波形 を整 形 して い るた め、雑音 に

対 して強 くなってい る。

(c)接 続/切 断時 間

接続/切 断 時間 は、1秒 以 下 とア ナ ログ交換 回線 に比 較 して早 くな ってい

る。

(3)接 続形 態

基 本 的 には交換網 であ り、相 手 を自由 に選択 して通信 す る事 が可能 で あ るが、

相 手 を固定 的 に接続 す る方 法 を とる こ ともで きる。

(a)相 手選択 接続(SVC:SwitchedVirtualCircuit)

CCITT勧 告 で は、VC(VirtualCall)と な って い る。

通 信 相 手 を 自由 に選 択 で き る接 続 形 態 で、実 際 に は呼 の設 定 時 に相 手 の

DTEを 選 ぶ。 つ ま り、発 信 を行 う場 合相 手 の回線 番号 をパ ケ ッ トに入 れ て

DCE対 して呼設 定 を要求 してい る。

(b)相 手 固定接続(PVC:PermanentVirtualCircuit)

通 信相 手 を網側 で 固定 してお く接 続形態 で、通 信相 手 は常 に決 まってい る。

従 って、接続/切 断の処 理 は必 要が ない。
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7.1.3CCITT勧 告

CCITT勧 告 で は 、X.25パ ケ ッ トに関 連 したXシ リー ズ と して次 の 勧 告 が さ れ て

い る。

・X .3:X.28端 末 をパ ケ ッ ト網 と接 続 可 能 に す るた め のPADを 規 定 した もの 。

・X .25:X.25を パ ケ ッ ト端 末(DTE)とX.25パ ケ ッ ト網(DCE)と の イ ン タ ー フ

ェー ス を規 定 した もの 。

・X .28:ス タ ー ト ・ス トッ プ端 末 とX.3の イ ン タ ー フ ェ ー ス を規 定 し た もの。

・X .29:X。25パ ケ ッ ト端 末 とX.3PADの イ ンタ ー フ ェ ー ス を規 定 した もの 。

・X .31:ISDN網 で のX.25端 末 の サ ポ ー トを規 定 した もの 。

・X .32:公 衆 電 話 網 、回 線 交 換 網 を経 由 して 、X.25パ ケ ッ ト網 と通 信 を行 うパ ケ ッ

ト端 末 との イ ンタ ー フ ェ ー ス を規 定 した もの 。

・X .75:X.25パ ケ ッ ト交 換 磯 間 の接 続 信 号 方 式 を規 定 した もの 。

X.25パ ケ ッ ト端 末(DTE)

X.25 X.29 X.32 X.31

X.25

パ ケ ッ ト 交 換 網

公 衆 電 話 網

回 線 交 換 網

ISDN網

ii

iISDN網i

ii

1

X.3PAD

1

X.25 X.28

i公 衆 電 話 網

X.25

パ ケ ッ ト

端 末

ト

プ

ー

ツ

末

タ

ト

端

ス

ス

X.75

ス タ ー ト

ス ト ッ プ

端 末

X.25

パ ケ ッ ト

交 換 網
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7.1.4X.25NPSIに よ る接 続

X.25NPSIを 使 用 した パ ケ ッ ト網 との 接 続 で は、以 下 の よ うな形 態 を とる こ とが

で き る。

ホ ス トCPU

ACF/VTAM

X.25
パ ケ ッ ト交 換 網(PVC、VC)

X3PAD

X.25 X.25 X.28 X.25

SDLCPAD

N.25

SNA端 末

X.25

非SNA端 末

X.28

S/S端 末

QLLC PCNE

X.28

S/S端 末

PAD

N.25

SNA端 末

PAD QLLC

QLLC:QualifiedLogicalLinkControl
PCNE:ProtocolConverterforNon-SNAEquipment
PAD:PacketAssemblyDeassembly
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7.2コ ミネ ッ ト仙 台 との接続

7.2.1接 続 形 態

MVS/XA

CICS/MVS

ACF/VTAM

ACF/NCP

X.25NPSI

DDX・-P

A-60

,

公衆電 話 網

S
末

U

端

X.3PAD

X.29 X.28

ホス トのア プ リケー シ ョンLU(CICS)と 、NPSIの 内部 に作成 され るLUと の間

でLU-LUセ ッシ ョンが とられ る。

ホス ト側 か ら見 た場合 、NPSI内 部 に作成 され るLUはLUタ イプ1の タイ プ ラ

イ ター端 末 にな る。

NPSIとPAD(A-60)と の あい だ は、X.29の プロ トコル に よ る接続 が 、PADと

S/S端 末 との間 は、X.28に よる接続 が行 われ る。
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7.2.2セ ッシ ョン確立

ホス トとS/S端 末 との間の セ ッシ ョンの確 立 は、次 の ような手順 で行 われ る。

9121

3745

DDX-P

A-60

公 衆電話 網
S
E

/
T
8

Q
U
D

X.3PAD

－
SDLC
－

X.29 1 X.28

∈

ACTPU

+RESP

ACTLU

〉

〉

<≒ 一一一 一ーーー 一 一 ぐ一ー 一一 ーーー－

CNCR

-〉 一 ーーーーーーー一≒>

CACC

DIAL

〉

SETPADParameter
>

READPADParameter
-

Response
－

十RESP
>

BIND
-

十RESP

CR:CallRequest(接 続 要 求)

CN:IncomingCaU(着 呼)

CA:CallAccepted(着 呼 受 付)

CC:CaHConnected(接 続 完 了)
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7.3資 源定義

7.3.1NCP/NPSI

X.25パ ケ ッ ト交換網 経 由で接続 され る資源 は、X.25NPSIを 使 用 してNCPに 定

義 す る。つ ま り、NPSIの 提供 す るマ クロをNCPソ ース に組 み込 み、他 のNCP資

源定 義 と ともに生成 す る。

NPSIに 定 義 され たPU、LUは 、NCP・NPSIが ロー ドされ る通信 制制御 装置 に

存在 し、SNAの 資 源 をシ ミュレー トす る。

従 って、NPSIに 定 義 されたLUと セ ッシ ョンを行 うアプ リケー シ ョンは、実 際 に

接 続 され る相手 にかか わ らずSNA端 末 と見倣 す こ とがで きる。

7.3.2VTAM

X.25パ ケ ッ ト交換網 は交換 回線 接続 とな るので 、NCPへ の定 義の他 に、交換大 ノ

ー ドの定義 が必 要 にな る
。

ここに定 義 され る資 源名 が実際 にCICS等 のVTAMア プ リケ ー シ ョンか ら参 照

され る。

7.3.3CICSTCT

CICSのTCT上 で は、端末 タイプ は3767と して定 義 す る。

3767は 、LUタ イ プ1の タ イプ ライター型 の端 末 の定義 で ある。

・交換大 ノー ド定 義例

SWNET

PUOO1

LUOO101

VBUILDTYPE=SWNET

PUADDR=01,

DISCNT=YES,

DLOGMOD=MODPAD,

IDBLK=065,

IDNUM=nnnnnn,

MODETAB=MODETBL,

PACING=1,

PUTYPE=1,

SSCPFM=USSNTO

LUADDR=00

TERM=TWX

・ログモー ド定義 例

MODPADMODEENTLOGMODE=MODPAD,
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FMPROF=X'03',TSPROF=X'03',

PRIPROT=X'B1',SECPROT=X'91',

COMPROT=X'3040',

PSNDPAC=1,DCODE=X'80',

PSERVIC=X'010000000000000000000000'

・CICSTCT定 義例

PAD1 DFHTCTTYPE=TERMINAL,

ACCMETH=VTAM,

TRMTYPE=3767,

NETNAME=LUOO101,

TRMSTAT=TRANSCEIVE,

TIOAL=256,

BUFFER=256,

RUSIZE=256,

BRACKET=YES,

PGESTAT=PAGE,

PGESIZE=(12,80)

7.4ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラ ミング

7.4.1概 要

X.25パ ケ ッ ト網 経 由 でPAD接 続 され たS/S端 末 は 、LUタ イ プ1のLUを シ ミ

ュ レ ー トす る。

CICSで は、3767と して 定 義 さ れ たFLIP-FLOPモ ー ドで 動 く。

CICSト ラ ンザ ク シ ョ ン とFLIP-FLOPモ ー ドの 端 末 との 間 の デ ー タの や り と り

は、CDイ ン デ ィケ ー タ ー(ChangeDirection)の セ ッ トに よ り行 わ れ る。

トラ ンザ ク シ ョ ン ス タ ー ト

EXECCICSRECEIVE

EXECCICSSEND
FROM(data1)
INVITE

EXECCICSRECEIVE

EXECCICSSEND

FROM(data2)

LAST

トラ ンザ ク シ ョン 終 了

デ ー タ イ ン プ ッ ト

ENTER

KEYBOARDLOCK

デー タ ア ウ トプ ッ ト

KEYBOARDUNLOCK

デー タ イ ン プ ッ ト

ENTER

KEYBOARDLOCK

デー タ ア ウ トプ ッ ト

KEYBOARDUNLOCK
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7.4.2端 末 との セ ッ シ ョ ン で使 用 す る コ マ ン ド

3767FLIP-FLOPモ ー ドの 端 末 との セ ッ シ ョ ン を 行 う時 に使 用 す る コ マ ン ドは

次 の よ うな コ マ ン ドで あ る。

(1)RECEIVEコ マ ン ド

RECEIVE

{INTO(data-area-SET(ptr-ref)}

LENGTH(data-area)

[MAXLENGTH〔(data-value)〕]

[NOTRUNCATE]

CONDITIONS

EOC,LENGERR,SIGNAL,TERMERR

(a)INTOま た はSETを 用 い てデー タ を読 み込 むデー タ域 を指定 す る。

(b)MAXLENGTHは 、 プ ログ ラム が受 け入 れ る デー タの最 大 長 を指定 で き

る。

(c)EOCコ ンデ ィ シ ョンは、RUチ ェー ンの終 わ りを表 す。

(d)SIGNALコ ンデ ィ シ ョンは、 セ ッシ ョンの相手 か らSIGNALデ ー タ フロ

ー を受 け取 った時 に起 こる
。

(2)SENDコ マ ン ド

SEND

FROM(data-area)

LENGTH(data-value)

[DEST(name)]

[WAIT]

[INVITE-LAST]

[CNOTOCOMPL-DEFRESP]

CONDITIONS

SIGNAL,TERMERR

(a)WAITオ プシ ョン を指定 しな いか ぎ りデー タの送 出 は、次 の事 象 が発 生 す

る まで控 え られ る。

(b)INVITEオ プ シ ョ ンを指 定 す る と次 の端 末 制 御 コマ ン ドがRECEIVEで

あ るこ とを表 す。つ ま り、CDイ ンデ ィケー ター がセ ッ トされ る こ とにな る。

(c)LASTオ プ シ ョンは、これが トラ ンザ ク シ ョンの最後 の出力操 作 で あ る こ

とを表 す。
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(d)CNOTCOMPLオ プ シ ョンは、この コマ ン ドで送 られ るRUチ ェー ンを完

了 しな い こ とを表 す。

(e)ATIト ラ ンザ ク シ ョンの場 合 、SENDコ マ ン ドはつね に トラ ンザ クシ ョン

内 の最初 のRECEIVEコ マ ン ドの前 になけれ ば な らない。

(3)CONVERSEコ マ ン ド

CONVERSE

FROM(data-area)

FROMLENGTH(data-value)

[INTO(data-are)-SET(ptr-ref)]

TOLENGTH(data-area)

[DEST(name)]

[DEFRESP]

[MAXLENGTH[data-value)]

[NOTRUNCATE]

CONDITIONS

EOC,LENGERR,SIGNAL,TERMERR

(4)WAITSIGNALコ マ ン ド

WAITSIGNAL

CONDITIONS

SIGNAL

(a)SIGNAL条 件 が発 生 す る まで タス クを一 時停 止 させ る。

(b)HANDLECONDITIONSIGNALコ マ ン ドを指定 す れ ばア テ ンシ ョン を

受 け取 った時 に該 当のル ー チ ンヘ ブ ランチす る こ とがで きる。

(5)ISSUEDISCONNECTコ マ ン ド

ISSUEDISCONNECT

CONDITIONS

SIGNAL

(a)CICSと 端末 との間 のセ ッシ ョンを終 了 させ る こ とがで きる。

(b)た だ し、TCTに

RELREQ=(,YES)

が指 定 されて い る場合 に限 る。
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